
「夢配達人プロジェクト」で“地域の人達と一緒に映画を作りたい”を実現した東広島市立高美が丘小学校の児童たち。

はぐくむ vol.8　発行月 平成27年2月
発行／（公社）青少年育成広島県民会議
〒730-8511 広島市中区基町10-52

広島県環境県民局県民活動課内
TEL082-513-2742

夢配達人プロジェクト推進事業

～子どもたちの夢をみんなの協力で実現させました！～

●
平
成
26
年
度
青
少
年
育
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大
会
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プ
ラ
ノ
と
テ
ノ
ー
ル
の
世
界
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ロ
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マ
へ
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誘
い
〜
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県
民
運
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あ
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さ
つ
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声
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介

●
市
町
民
会
議
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総
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前

　
　文

　「
青
少
年
は
日
本
の
希
望
で
あ
る
」と
い
う
言
葉
は
、わ
れ
わ
れ
の
心
を
支
え
て
い
る
標
語
で
あ
る
。と
こ

ろ
が
、青
少
年
の
非
行
が
問
題
に
な
る
と
、明
確
な
実
施
効
果
の
見
定
め
も
つ
か
ぬ
ま
ま
に
、条
例
や
法
律
の

制
定
に
期
待
の
高
ま
る
の
が
実
状
で
あ
る
。し
か
し
、青
少
年
の
非
行
が
大
人
の
生
活
の
反
映
で
あ
る
と
す

れ
ば
、青
少
年
の
健
全
育
成
は
、大
人
の
反
省
な
し
に
は
実
現
し
な
い
で
あ
ろ
う
。大
人
が
か
つ
て
青
少
年
で

あ
っ
た
よ
う
に
、青
少
年
は
や
が
て
大
人
に
な
る
の
で
あ
る
。人
間
の
生
涯
は
、多
様
な
価
値
観
の
個
性
的
選

択
に
よ
る
自
己
教
育
の
連
続
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　こ
こ
に
制
定
さ
れ
た
青
少
年
育
成
の
基
本
指
針
は
、た
だ
青
少
年
育
成
の
あ
り
方
を
抽
象
的
に
示
し
た
も

の
に
過
ぎ
な
い
。そ
れ
は
、各
地
域
の
実
状
に
応
じ
て
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。総
括
的
に
い
え

ば
、資
源
の
乏
し
さ
を
克
服
し
て
、相
当
高
い
生
活
水
準
に
到
達
し
て
い
る
現
代
日
本
に
お
い
て
、青
少
年
は

将
来
ど
の
よ
う
な
展
望
を
も
っ
て
進
ん
だ
ら
よ
い
か
、こ
れ
が
最
大
の
課
題
で
あ
る
。

　わ
れ
わ
れ
は
、青
少
年
の
前
途
に
幸
福
の「
青
い
鳥
」の
夢
を
託
し
た
い
。

青
少
年
育
成
の
基
本
指
針

（
個

　人
）
　一
　個
性
の
独
自
性
に
対
す
る
自
覚
に
も
と
づ
き
、そ
の
価
値
可
能
性
を
錬
磨
し
、生
涯
教
育
の

基
礎
を
つ
く
る
。

（
社

　会
）
　一
　家
庭
の
愛
情
に
は
ぐ
く
ま
れ
、社
会
生
活
に
お
い
て
、友
情
と
連
帯
の
意
識
を
養
う
。

（
自

　然
）
　一
　国
土
の
自
然
を
愛
護
す
る
と
と
も
に
、地
域
社
会
の
文
化
を
尊
重
し
、環
境
の
教
育
的
整
備

に
つ
と
め
る
。

（
世

　界
）
　一
　諸
民
族
の
生
活
と
文
化
を
理
解
し
、平
和
と
親
善
の
心
を
こ
め
て
、国
際
交
流
に
寄
与
す
る
。

（
総

　括
）
　一
　日
々
の
生
活
の
な
か
に
、生
き
が
い
を
求
め
て
わ
が
道
を
行
き
、一
隅
を
照
ら
す
光
と
な
る
。

（昭和５２年６月１日青少年育成広島県民会議制定）

青 少 年 育 成 の 基 本 指 針
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平成26年度
青少年育成県民運動推進大会

　

平
成
26
年
11
月
1
日（
土
）、

広
島
市
中
区
大
手
町
の
広
島

県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
青

少
年
育
成
県
民
運
動
推
進
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

大 会 次 第
【開　会】

◎開会あいさつ
(公社)青少年育成広島県民会議会長

◎来賓祝辞
　広島県知事、広島県議会議長

◎表彰
　青少年育成功労者等県知事表彰
　｢家庭の日｣に関する作品の県知事表彰

【わたしたちの活動発表】
夢配達人プロジェクト推進事業から
発表：東広島市立高美が丘小学校

「地域の人たちと一緒に映画を作りたい」

【ソプラノとテノールの世界】
～ローマへの誘い～
ソプラノ歌手　森美津子氏
テノール歌手　ジョアッキーノ・ジット氏
ピアノ伴奏　　上杉智穂氏

【閉　会】

　

式
典
で
は
、主
催
者
を
代
表
し
て
、

公
益
社
団
法
人
青
少
年
育
成
広
島
県

民
会
議　

上
田
宗
冏
会
長
が
開
会
の

あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

02はぐくむ Vol.8
2015.2



平成26年度青少年健全育成功労者等知事表彰受賞者名簿
（50音順、敬称略）

（青少年健全育成功労者22名）
今田忠男（三次市）　大倉信治（広島市）　岡崎常雄（広島市）　岡田弘（広島市）　川本妙子（広島市）　小西正明（広島市）
杉原孝治（世羅町）　角田洋子（広島市）　妹尾慶子（尾道市）　田原忠之助（広島市）　茶木富夫（東広島市）
塚迫たか子（廿日市市）　土岡孝子（呉市）　寺岡信恵（広島市）　沼村光明（広島市）　濱岡邦治（尾道市）　冨士枝勇雄

（廿日市市）　前田頼雄（廿日市市）　森下偵造（尾道市）　森本忠司（広島市）　山本秀男（安芸高田市）　米田速夫（三次市）

牛田剣道スポーツ少年団（広島市）　　　　　　　　　　　　　 坂町空手道スポーツ少年団（坂町）
坂町体育協会剣道部（坂町）　　　　　　　　　　　　　　　　 広島南警察署管内少年補導協助員連絡協議会（広島市）

特　選　實下　桃花　呉市立阿賀小学校１年
特　選　山下　智美　東広島市立入野小学校６年
特　選　桐野　侑句　呉市立片山中学校２年

特　選　安間　伊吹　広島市立飯室小学校２年

矢野結真（広島市）

（育成功労団体4団体）

（模範青少年1名）
子ども和太鼓クラブ「海田鼓童子」（海田町）
青少年夢プラン実行委員会（廿日市市）

（模範活動団体2団体）

　

開
会
の
あ
い
さ
つ
の
後
、広
島
県
知

事
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。永
年
に
わ
た

り
青
少
年
の
健
全
育
成
に
力
を
尽
く

し
た
方
々
や
団
体
、ま
た
模
範
的
な
活

動
を
行
っ
て
い
る
団
体
、個
人
を
表
彰

し
ま
し
た
。

　

次
に
、｢

家
庭
の
日｣
を
テ
ー
マ
に
、

県
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
作
文
・

図
画
を
募
集
し
て
い
ま
す
が
、今
年
度

は
小
学
校
58
校
、中
学
校
56
校
か
ら
、

作
文
と
図
画
を
合
わ
せ
て
１
，７
８
３

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
中
で

特
選
に
選
ば
れ
た
4
名
が
県
知
事
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

平成26年度「家庭の日」に関する作品の知事賞受賞者名簿

（作文の部） （図画の部）

　

大
会
の
終
わ
り
に
当
た
り
、（
公

社
）青
少
年
育
成
広
島
県
民
会
議
の

山
内
吉
治
副
会
長
が
あ
い
さ
つ
。全

日
程
を
無
事
に
終
了
し
、青
少
年
育

成
県
民
運
動
推
進
大
会
を
閉
会
し

ま
し
た
。

平成26年度青少年育成県民運動推進大会

03 はぐくむ Vol.8
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重
厚
な
楽
曲
か
ら
軽
快
な
民
謡
ま
で

美
し
い
歌
声
で
オ
ペ
ラ
の
世
界
を
堪
能

森　

こ
ん
に
ち
は
。

会
場　

こ
ん
に
ち
は
～
！

森　
（
通
常
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
）
挨
拶
は
返
っ

て
こ
な
い
の
で
、
皆
さ
ん
か
ら
の
返
事
に
感
動

し
ま
し
た
。
今
日
は
ソ
プ
ラ
ノ
の
私
、
テ
ノ
ー

ル
の
ジ
ッ
ト
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
の
上
杉
さ
ん
と

３
人
で
お
送
り
し
ま
す
。

　

最
初
は
、
ロ
ッ
シ
ー
ニ
作
曲
の
「
セ
ビ
リ
ア
の

理
髪
師
」
で
す
。
ロ
ッ
シ
ー
ニ
は
お
気
に
入
り
の

歌
手
に
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
が
多
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
彼
の
作
品
の
主
役
は
大
抵
、
メ
ゾ
ソ
プ
ラ

ノ
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。
（
セ
ビ
リ
ア
の
理
髪
師

は
）
彼
の
特
徴
で
あ
る
細
か
な
部
分
が
楽
し
め

る
曲
で
す
。
メ
ゾ
ピ
ア
ノ
用
に
書
か
れ
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
楽
譜
で
ソ
プ
ラ
ノ
風
に
歌
い
ま
す
。

「
セ
ビ
リ
ア
の
理
髪
師
」
披
露

森　

こ
う
い
う
楽
曲
で
始
め
る
の
も
勇
気
が
い

る
ん
で
す
。
頑
張
り
ま
し
た
！

森　

ジ
ッ
ト
さ
ん
に
チ
レ
ア
作
曲
「
ア
ル
ル
の

女
」
の
中
か
ら
、
「
フ
ェ
デ
リ
ー
コ
の
ア
リ
ア
」

を
歌
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
後
、
「
ア
ド
リ

ア
ー
ナ
」
と
い
う
オ
ペ
ラ
か
ら
１
曲
。
こ
の
「
ア

ド
リ
ア
ー
ナ
の
ア
リ
ア
」
と
い
う
曲
が
今
、
私

の
中
で
流
行
っ
て
い
る
ん
で
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に

ご
紹
介
し
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

ジ
ッ
ト
さ
ん
が
「
ア
ル
ル
の
女
」
を
歌
う
と

言
っ
た
時
、
「
や
っ
た
！
」
と
思
っ
て
私
も
こ
の

曲
を
歌
う
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
オ
ペ
ラ
１
本

で
上
演
さ
れ
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
曲
な
ん
で

す
。
で
も
皆
さ
ん
も
よ
く
ご
存
じ
の
プ
ッ
チ
ー
ニ

が
引
用
し
て
使
い
た
く
な
る
よ
う
な
美
し
い
メ

ロ
デ
ィ
ー
で
す
。
そ
れ
で
は
、
ジ
ッ
ト
さ
ん
を
お

迎
え
し
ま
す
。

森　

ジ
ッ
ト
さ
ん
、
広
島
は
好
き
で
す
か
。

ジ
ッ
ト　

イ
タ
リ
ア
語
で
あ
い
さ
つ
。
オ
コ
ノ
ミ

で
す
ね
。

ジ
ッ
ト　

こ
の
後
で
食
べ
に
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ソ
プ
ラ
ノ
と
テ
ノ
ー
ル
の
世
界

～
ロ
ー
マ
へ
の
誘
い
～

　

平
成
26
年
度
の
青
少
年
育
成
県
民
運
動
推
進
大
会
で
は
、
広
島
県
出
身

で
イ
タ
リ
ア
を
中
心
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歌
劇
場
で
活
躍
す
る
ソ
プ
ラ
ノ
歌

手
・
森
美
津
子
さ
ん
を
中
心
に
、
オ
ペ
ラ
界
の
重
鎮
と
し
て
知
ら
れ
る
テ

ノ
ー
ル
歌
手
ジ
ョ
ア
ッ
キ
ー
ノ
・
ジ
ッ
ト
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
広
島
市
在

住
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
上
杉
智
穂
さ
ん
を
迎
え
、
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
イ
タ
リ
ア

音
楽
の
世
界
を
堪
能
し
ま
し
た
。

森　

そ
れ
で
は
彼
の
ス
テ
キ
な
歌
声
で
「
ア
ル

ル
の
女
」
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

「
ア
ル
ル
の
女
」
披
露

テノール ジョアッキーノ・ジット
ソプラノ 森　美津子

ピ ア ノ 上杉　智穂

ヤ
キ
（
お
好
み
焼
き
）

と
い
う
言
葉
が
出
た
瞬
間

に
会
場
か
ら
拍
手
）

森　

イ
タ
リ
ア
語
が
分
か

る
方
が
た
く
さ
ん
い
る
よ

う
で
す

（笑）
。

ジ
ッ
ト　
（
森
さ
ん
訳
）

日
本
は
も
ち
ろ
ん
、
広

島
に
も
何
度
か
来
て
い
て
、

広
島
の
人
は
ス
テ
キ
だ
し
、

街
も
き
れ
い
だ
し
、
お
好

み
焼
き
も
大
好
き
な
ん
だ
。

森　

彼
が
お
好
み
焼
き

を
好
き
な
こ
と
を
知
っ
て

い
ま
す
。
で
も
今
回
は
ま

だ
食
べ
に
行
っ
て
い
な
い

04はぐくむ Vol.8
2015.2



森　

ジ
ッ
ト
さ
ん
は
イ
タ
リ
ア
か
ら
来
ら
れ
ま

し
た
。（
会
場
の
皆
さ
ん
）
イ
タ
リ
ア
と
日
本

と
は
、
時
差
が
ど
の
く
ら
い
か
ご
存
じ
で
す
か
。

８
時
間
差
で
す
。
彼
に
と
っ
て
今
は
朝
６
時
で

す
。
お
じ
い
さ
ん
頑
張
っ
て
ま
す
（
笑
）。

　
（
彼
は
）
い
つ
も
若
々
し
い
ん
で
す
。
私
は

90
歳
く
ら
い
の
方
に
習
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

実
際
に
歌
っ
て
聴
か
せ
て
く
れ
る
ん
で
す
。
血

の
中
に
違
う
エ
キ
ス
が
入
っ
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。（
ジ
ッ
ト
さ
ん
は
）
声
の
美
し
さ

も
そ
う
で
す
が
、
パ
ワ
ー
が
す
ご
い
な
と
も
思

い
ま
す
。
私
も
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、「
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
の
ア
リ
ア
」

を
聴
い
て
く
だ
さ
い
。

「
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
の
ア
リ
ア
」披
露

森　

ピ
ア
ノ
の
上
杉
さ
ん
に
も
温
か
い
拍
手
を
。

ジ
ッ
ト　

ま
だ
７
時
な
ん
だ
よ
ね
。
ま
だ
声
が

寝
て
い
る
。

森　

寝
て
い
て
こ
の
声
な
ん
て
…
。
あ
ん
な
声

で
寝
言
を
言
わ
れ
た
ら
眠
れ
ま
せ
ん
ね
。

ジ
ッ
ト　

起
き
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。

森　

ジ
ッ
ト
さ
ん
は
広
島
に
お
気
に
入
り
の
場

所
が
い
く
つ
か
あ
る
よ
う
で
す
。
広
島
の
ど
こ

が
好
き
な
の
？

ジ
ッ
ト　

宮
島
が
す
ご
く
ス
テ
キ
だ
っ
た
。
ぼ

く
が
こ
こ
に
い
て
い
い
の
な
ら
、
誰
か
ぼ
く
を

引
き
取
っ
て
く
れ
な
い
か
な
。

森　

彼
は
シ
チ
リ
ア
の
人
な
ん
で
す
。
こ
ん
な

大
き
な
人
は
な
か
な
か
引
き
取
れ
な
い
と
思
い

ま
す
け
ど
（
笑
）。

「
広
島
は
人
が
ス
テ
キ
、街
が
キ
レ
イ
。

宮
島
と
お
好
み
焼
き
が
好
き
な
ん
だ
」ジ
ッ
ト
氏

●ソプラノ歌手
森　美津子

イタリア国立レスピーギ音楽院を栄誉賞・最高点・首席卒
業。同音楽院助手。モーツアルテウム音楽院夏季ディプロ
マコース修了。ジュゼッペ・ディ・ステーファノ国際オペラコ
ンクール優勝（ＥＵ以外で初）。イタリアラーツィオ州より“ル
チア”“スタバト・マーテル”の演奏で奨励賞。1万人規模の
イタリアタオルミーナ野外歌劇場とメキシコアカデミアホール
をはじめ、世界各国の劇場で客演。イタリア・チレーア歌劇
場オペラ“トゥーランドット”（リュー）ではイタリアを代表する
カソッラ、マルティヌッチらと共演し、同等レベルとイタリアの
各紙で絶賛される。またイタリアの創作オペラの主役に抜擢。
近年ではヨーロッパオペラツアーで20か所の歌劇場で蝶々
夫人・トロバトーレ・椿姫のオペラとガラコンサートに主演。
ローマ、ニューヨーク、ザルツブルグで研鑽。

●テノール歌手
ジョアッキーノ・ジット

オペラ「ラ・ボエーム」にてオペラデビュー以来、
イタリアの主要な劇場でのオペラ・コンサート
で活躍するほか、アメリカ・ドイツ・トルコ・フラ
ンス・オランダ・ベルギーなどのイタリアの劇場
引っ越し公演に主演。日本には2003年に広島
でのコンサートの出演以来、東京・新潟・倉敷
の各地でゲスト出演。国際オペラコンクール審
査委員長や国際声楽コンクール審査員をイタリ
ア・スペイン・ドイツ・ポーランドで務め、世界
各国でマスタークラスを開催。新人発掘と後進
の指導、オペラツアーなどを企画して演奏者の
デビューにも携わる。イタリアでも数少ない30年
近いキャリアを持つオペラ総監督。

●ピアノ伴奏
上杉　智穂

中国短期大学音楽学科器楽専攻卒業。音楽
科定期演奏会、中・四国新人演奏会等出演。
ジョイントリサイタル等各種演奏会開催。近年
はアンサンブルピアニストとして声楽・器楽のリ
サイタル伴奏をはじめ、オペラの稽古、コンクー
ル・オーディション、音楽祭出演や学校公演、
被災地訪問公演等、幅広く活動。現在、中国二
期会ピアニスト、ひろしまオペラルネッサンス関
係ピアニスト、ふくやま日本歌曲塾会員。広島市
在住。

平成26年度青少年育成県民運動推進大会
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森　

初
挑
戦
で
す
。
皆
さ
ん
、
温
か
い
気
持
ち

で
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
「
ネ
ッ
ス
ン
・
ド
ル
マ
」

で
す
。

「
ネ
ッ
ス
ン
・
ド
ル
マ
」
披
露

森　

レ
パ
ー
ト
リ
ー
で
は
な
い
と
言
わ
れ
る
と

困
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
、素
晴
ら
し
い
歌
声
で
し
た
。

　

ジ
ッ
ト
さ
ん
の
デ
ビ
ュ
ー
は
「
ラ
・
ボ
エ
ー

ム
」
で
す
が
、
オ
ッ
テ
ル
ロ
、
マ
ク
ベ
ス
、
ト
ス

カ
な
ど
（
を
得
意
と
す
る
）、
重
く
リ
リ
ッ
ク

の
効
い
た
情
熱
的
な
歌
声
で
す
。
イ
タ
リ
ア
で
は

「
ヴ
ォ
ー
チ
ェ
カ
ー
ル
ト
ン
」
と
言
っ
て
、
彼
の

よ
う
に
常
に
温
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
声
で
歌
う
と

い
う
の
が
好
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
私
も
頑
張
っ
て
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ

ト
の
中
か
ら
「
リ
ュ
ー
の
ア
リ
ア
」
を
歌
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

森　

物
語
の
（
名
前
が
）
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト

で
す
か
ら
、
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
が
い
い
人
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
で
す
。
で
も
プ
ッ
チ
ー
ニ
は

こ
の
曲
を
書
い
て
い
る
う
ち
に
、
リ
ュ
ー
が
い
い

人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
ね
。
プ
ッ
チ
ー
ニ

は
、
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
と
先
ほ
ど
う
た
っ
た
カ

ラ
フ
を
悪
人
に
し
て
、
ど
う
す
れ
ば
オ
ペ
ラ
が

ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
に
な
る
か
を
悩
ん
で
、
最
後
ま

で
書
き
き
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
ア
リ
ア
は
、
彼
が
最
後
に
筆
を
お
い
た
作
品

で
す
。

　

現
在
、
日
本
で
上
演
さ
れ
る
と
き
に
は
、
プ
ッ

チ
ー
ニ
の
弟
子
が
最
後
ま
で
書
き
き
っ
て
い
ま
す

の
で
、
そ
の
状
態
で
上
演
さ
れ
ま
す
。
プ
ッ
チ
ー

ニ
が
書
き
残
し
た
台
本
も
あ
り
ま
す
。
聴
い
て

く
だ
さ
い
。

「
リ
ュ
ー
の
ア
リ
ア
」
披
露

森　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
わ
た
し
は
明

日
、
こ
の
曲
を
歌
い
に
イ
タ
リ
ア
に
行
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
温
か
い
拍
手
を
思
い
な
が
ら
頑
張
っ
て

き
ま
す
。

話
題
の「
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
」か
ら

　
声
高
ら
か
に“
広
島
の
人
の
た
め
に
！
”

　舞台は古代中国。トゥーランドット姫は求婚者に三つの謎を出し、解けないと首を
はねる残忍な心の持ち主。しかし勇者カラフ王子と出会って愛を知り、２人は結ばれる。

オペラ「トゥーランドット」とは

森　

次
に
お
送
り
す
る

曲
は
、
プ
ッ
チ
―
ニ
作
曲

の
オ
ペ
ラ
「
ト
ゥ
ー
ラ
ン

ド
ッ
ト
」
で
す
。
広
島

か
ら
熱
い
ラ
ブ
コ
ー
ル

で
「
誰
も
寝
て
は
な
ら

ぬ N
essu

n
 D

orm
a

（
ネ
ッ
ス
ン
・
ド
ル
マ
）」
を
。
冬
季
ト
リ
ノ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
フ
ィ
ギ
ア 

ス
ケ
ー
ト
で
、
金

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
荒
川
静
香
選
手
が
フ
リ
ー

の
演
技
で
使
用
し
、
大
き
な
注
目
を
集
め
ま
し

た
。
で
も
実
は
彼
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
で
は
な
い

ん
で
す
。

ジ
ッ
ト　

最
初
で
最
後
に
す
る
け
ど
、
仕
方
な
い
、

広
島
の
人
の
頼
み
だ
か
ら
歌
う
よ
！
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軽
快
な
民
謡
か
ら
喜
劇
も

「
オ
ペ
ラ
を
も
っ
と
気
軽
に
楽
し
ん
で
」

森　

少
し
重
い
曲
ば
か
り
で
し
た
。
小
学
生
の

お
友
達
も
い
ま
す
の
で
、
教
科
書
に
紹
介
さ
れ

る
イ
タ
リ
ア
民
謡
と
、
そ
し
て
会
場
の
皆
さ
ん

の
盛
り
上
が
り
に
よ
っ
て
は
、
彼
も
も
っ
と
歌
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。と
り
あ
え
ず
、彼
に
２
曲
歌
っ

て
も
ら
い
ま
す
。
「
帰
れ
ソ
レ
ン
ト
へ
」
と
「
フ

ニ
ク
リ
・
フ
ニ
ク
ラ
」。

「
帰
れ
ソ
レ
ン
ト
へ
」「
フ
ニ
ク
リ
・
フ
ニ
ク
ラ
」披
露

森　

イ
タ
リ
ア
の
男
性
が
歌
う
ナ
ポ
リ
民
謡
に

は
明
る
く
楽
し
い
曲
が
多
い
の
で
す
が
、
女
性
が

歌
う
も
の
は
全
く
違
う（
強
さ
を
表
現
し
た
も
の

が
多
い
）の
で
す
。今
か
ら
歌
う
オ
ペ
ラ
は
、
ま
さ

し
く
強
い
イ
タ
リ
ア
の
女
性
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
代

表
的
な
作
品
で
す
。

　

オ
ペ
ラ
は
敷
居
が
高
い
と
言
う
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
敷
居
は
地
下
に
埋

め
て
お
き
ま
す
の
で
、
今
度
か
ら
い
ら
し
て
く
だ

さ
い
。
オ
ペ
ラ
歌
手
も
普
通
の
人
が
や
っ
て
い
る

ん
で
す
。

　

マ
ス
カ
ー
ニ
作
曲
の
オ
ペ
ラ
「
カ
ヴ
ァ
レ
リ
ア
・

ル
ス
テ
ィ
カ
ー
ナ
」
と
い
う
曲
で
す
。
マ
ス
カ
ー

ニ
が
名
声
を
受
け
た
曲
で
す
。
歌
手
に
与
え
ら

れ
る
も
の
も
大
き
く
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
な
る
際

に
も
と
て
も
熱
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

れ
だ
け
を
歌
っ
て
い
る
歌
手
も
い
る
ほ
ど
で
す
。

私
が
歌
う
曲
は
魂
が
感
じ
ら
れ
る
歌
。
私
も
低

い
音
が
割
と
出
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
曲
が
好

き
で
歌
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
オ
ペ
ラ
気

分
に
浸
っ
て
い
た
だ
け
る
歌
と
し
て
選
び
ま
し
た
。

　

私
の
歌
か
ら
デ
ュ
エ
ッ
ト
に
続
き
ま
す
。
そ
の

内
容
は
私
の
主
人
が
浮
気
を
し
ま
す
。
私
が
突

き
止
め
て
い
る
、
そ
う
い
う
単
純
で
分
か
り
や

す
い
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。
そ
し
て
、
最
初
の
ア

リ
ア
は
私
が
彼
の
お
母
さ
ん
に
何
が
あ
っ
た
か
を

話
し
て
い
る
ア
リ
ア
で
す
。
楽
し
み
に
し
て
く
だ

さ
い
。

「
カ
ヴ
ァ
レ
リ
ア
・
ル
ス
テ
ィ
カ
ー
ナ
」
披
露

森　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
拍
手
が
終

わ
ら
ず
、
も
う
一
度
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
二
重
唱
を
歌
い
な
が
ら
（
血

管
が
）
切
れ
る
か
と
思
い
ま
し
た
。
頑
張
り
ま

し
た
。
こ
の
頭
を
割
っ
て
や
る
と
い
う
気
持
ち
で

歌
い
ま
し
た
。
い
か
が
で
し
た
し
ょ
う
か
。
（
拍

手
）。

　

広
島
出
身
で
す
が
、
な
か
な
か
広
島
で
歌
う

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
楽
し
い
時

間
を
過
ご
さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら

感
謝
し
ま
す
。

　

広
島
県
の
方
か
ら
「
ジ
ッ
ト
さ
ん
を
呼
ん
で
く

れ
」
と
ラ
ブ
コ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
て
。
遠

く
か
ら
来
て
く
れ
た
ジ
ッ
ト
さ
ん
に
も
大
き
な
拍

手
を
！

ジ
ッ
ト　

ぼ
く
は
な
ん
で
も
す
る
よ
、
こ
こ
に
い

る
ん
だ
か
ら
。

森　

さ
き
ほ
ど
の
二
重
唱
で
終
わ
る
と
子
供
さ

ん
の
た
め
に
も
よ
く
な
い
の
で
、レ
ハ
ー
ル
の
「
メ

リ
ー
・
ウ
ィ
ド
ウ
」
と
い
う
オ
ペ
レ
ッ
タ
を
歌
い

ま
す
。
オ
ペ
レ
ッ
タ
は
イ
タ
リ
ア
で
は
歌
い
ま
せ

ん
し
、
ど
真
面
目
な
オ
ペ
ラ
を
歌
い
ま
す
。
彼

の
声
質
か
ら
し
て
も
オ
ペ
レ
ッ
タ
を
歌
い
ま
せ
ん
。

ジ
ッ
ト　

オ
ペ
レ
ッ
タ
を
歌
う
の
は
日
本
だ
け
だ

よ
。

「
メ
リ
ー
・
ウ
ィ
ド
ウ
」
披
露

森　

皆
さ
ん
、
こ
れ
で
お
な
か
い
っ
ぱ
い
で
す
か
。

ジ
ッ
ト　

オ
ー
ソ
レ
ミ
オ
か
マ
ン
マ
を
う
た
う
か

い
？

森　

そ
れ
で
は
ナ
ポ
リ
民
謡
「
オ
ー
ソ
レ
ミ
オ
」。

「
オ
ー
ソ
レ
ミ
オ
」
披
露

森　

ピ
ア
ノ
の
上
杉
さ
ん
、
ジ
ッ
ト
さ
ん
、
森
美

津
子
で
お
送
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
お
会
い
で

き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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「
夢
配
達
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
」に
参
加
し
た
東

広
島
市
立
高
美
が
丘
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
平
成
25
年
度
、

「
地
域
の
人
達
と
一
緒
に
映
画
を
作
り
た
い
」と
い
う
夢
を
実

現
し
ま
し
た
。青
少
年
育
成
県
民
運
動
推
進
大
会
の
当
日
、
同

小
学
校
６
年
生
の
竹
中
亜
花
里
さ
ん
、永
見
優
衣
さ
ん
、原
響
子

さ
ん
の
３
人
が
、
夢
実
現
ま
で
の
活
動
を
報
告
、
作
品
を
披
露
。

そ
の
様
子
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

94
人
の
夢
が
実
現
し
た
上
映
会

協
力
し
て
く
れ
た
方
々
に
感
謝

　

平
成
26
年
２
月
９
日
、
東
広
島
市
立
高

美
が
丘
小
学
校
５
年
生
94
名
の
夢
を
乗
せ

た
映
画
が
、
つ
い
に
上
映
の
時
を
迎
え
ま

し
た
。

　

前
日
に
降
っ
た
雪
で
と
て
も
寒
い
日
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
上
映
会
の
会
場
と
な
っ

た
高
美
が
丘
小
学
校
体
育
館
に
は
島
田

角
栄
監
督
や
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
、
映

画
に
出
演
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
を
は
じ
め
、

た
く
さ
ん
の
方
々
が
集
合
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

そ
し
て「
夢
配
達
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が

実
現
し
た
瞬
間
、
体
育
館
に
は
大
き
な
歓

声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。あ
の
時
の
感
動

は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
夢
の
始
ま
り
は
、
私
た
ち
３
人
が

４
年
生
の
時
の
こ
と
で
す
。夢
配
達
人
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
知
り
、「
映
画
監
督
さ
ん
に

手
伝
っ
て
も
ら
い
、
地
域
の
人
と
映
画
を

作
っ
て
み
た
い
」と
い
う
夢
を
応
募
し
ま

し
た
。そ
の
夢
が
選
ば
れ
た
と
い
う
一
通

の
お
知
ら
せ
を
手
に
し
た
と
き
、
び
っ
く

り
し
た
と
と
も
に「
夢
」が
叶
う
と
い
う
喜

び
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
夢
が
実
現
す
る
ま
で
の
道
の

り
は
大
変
な
も
の
で
し
た
。「『「
映
画
』
っ

て
ど
の
よ
う
に
作
る
の
？
」「
ど
ん
な
内
容

の
映
画
を
作
る
の
？
」、全
く
分
か
ら
な
い

中
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
た
ち
の
夢
を
実
現
す
る
た

め
に
、
地
域
の
方
々
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
の

方
々
な
ど
映
画
を
作
る
た
め
に
実
行
委
員

「地域の人達と一緒に
　映画を作りたい」

私たちの活動発表

東広島市立高美が丘小学校

夢配達人プロジェクト
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会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。何
度
も
何
度
も

た
く
さ
ん
の
話
し
合
い
を
し
て
く
だ
さ
り
、

映
画
の
ス
ト
ー
リ
ー
作
り
に
始
ま
り
、
脚

本
、
撮
影
ス
タ
ッ
フ
、
出
演
者
、
日
程
な
ど

が
正
式
に
決
ま
っ
た
の
は
、
話
し
合
い
が

始
ま
っ
て
か
ら
何
と
約
８
ヵ
月
後
の
こ
と

で
し
た
。映
画
作
り
の
大
変
さ
を
感
じ
、実

行
委
員
会
の
方
々
へ
の
感
謝
で
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
し
た
。

映
画
づ
く
り
の
現
場
を
見
学

見
え
な
い
努
力
を
実
感

　

撮
影
１
カ
月
前
、
映
画
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
へ
の
あ
い
さ
つ
を
兼
ね
て
、
映
画
作

り
を
し
て
い
る
現
場
を
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。映
画
監
督
さ
ん
た
ち
と
会

う
と
聞
い
て
と
て
も
緊
張
し
て
い
た
私
た

ち
で
す
が
、
気
さ
く
な
皆
さ
ん
で
す
ぐ
に

打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

見
学
を
通
し
て
分
か
っ
た
こ
と
は
、
私

た
ち
が
普
段
見
て
い
る
映
画
と
は
違
い
、

目
に
は
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
こ
ん
な
に
も

多
く
の
方
が
携
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
。ま
た
、
１
つ
の
場
面
を
撮
影
す
る

の
に
も
、
何
度
も
何
度
も
や
り
直
し
が
あ

り
ま
し
た
。よ
り
い
い
も
の
を
作
ろ
う
と

し
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
夢
が

い
つ
し
か
大
人
全
員
の
夢
に

　

た
く
さ
ん
の
時
間
を
重
ね
な
が
ら
、
い

よ
い
よ
私
た
ち
の
夢
が
実
現
す
る
時
が
き

ま
し
た
。撮
影
は
昨
年
の
９
月
27
・
28
・

29
日
の
３
日
間
。１
日
目
は
学
校
を
中
心

に
、
２
、３
日
目
は
高
美
が
丘
の
地
域
を
中

心
に
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
学
校
で
の
撮
影
で
は
、
５
年

生
を
中
心
に
全
校
児
童
が
撮
影
に
協
力
し

て
く
れ
ま
し
た
。２
、３
日
目
の
地
域
で
の

撮
影
で
は
、
出
演
し
て
く
だ
さ
る
方
は
も

ち
ろ
ん
、
そ
の
他
大
勢
の
方
々
が
ス
ム
ー

ズ
に
撮
影
が
で
き
る
よ
う
、
道
路
を
封
鎖

す
る
な
ど
の
交
通
整
理
や
い
ろ
い
ろ
な
物

の
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。ま
た
、

２
日
目
だ
け
の
撮
影
予
定
者
の
方
々
が
３

日
目
の
撮
影
に
も
急
き
ょ
快
く
参
加
し
て

く
だ
さ
っ
た
り
、
特
殊
撮
影
の
た
め
に
夜

遅
く
ま
で
撮
影
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た

り
と
、
多
く
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
て
こ

そ
の
撮
影
で
し
た
。い
つ
も
多
く
の
方
々

が
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
中
、
個
性
豊
か
な

出
演
者
の
方
々
や
映
画
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

の
心
づ
か
い
で
笑
い
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
地
域
に
あ
る
名
所

の
仙
石
庭
園
も
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
た

り
し
な
が
ら
、
無
事
に
映
画
の
撮
影
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。撮
影
に
か
か

わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
が
、「
子
ど
も
た
ち

の
夢
が
、
い
つ
し
か
私
た
ち
全
員
の
夢
に

な
っ
て
い
た
」と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
て
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
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映
画
監
督
の
講
演
会
を
実
施

メ
デ
ィ
ア
で
広
く
Ｐ
Ｒ

　

今
回
の
夢
配
達
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

の
一
環
と
し
て
、
東
映
の
田
﨑
竜
太
監
督

さ
ん
を
お
招
き
し
、
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。田
﨑
監
督
は
、「
科
捜
研
の
女
」

や「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
」シ
リ
ー
ズ
の
監
督
で

す
。映
画
づ
く
り
に
お
け
る
苦
労
や
工
夫
、

喜
び
、
特
殊
撮
影
の
方
法
や
役
者
さ
ん
た

ち
の
様
子
な
ど
も
、
お
聞
き
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
取
り
組
み
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
、中
国
新

聞
、Ｆ
Ｍ
東
広
島
や
地
域
情
報
誌
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
に
何
度
も
取
り
上
げ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
お
か
げ
で
、広

く
い
ろ
い
ろ
な
地
域
の
方
々
に
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

何
事
に
も
一
生
懸
命
、

本
気
で
取
り
組
む
厳
し
さ
も
実
感

　

こ
う
し
て
完
成
し
た
作
品
が「
住
処
は

心
の
鏡　

高
美
が
丘
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大

作
戦
。」で
す（
会
場
で
上
映
）。タ
イ
ト
ル

に“
住
処
は
心
の
鏡
”と
表
現
し
た
よ
う
に
、

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
の
な
い
き
れ
い
な
町
づ

く
り
に
向
け
て
私
た
ち
小
学
生
が
町
の
人

の
心
や
行
動
を
変
え
て
い
く
と
い
う
内
容

で
し
た
。

　

今
回
の
撮
影
を
通
し
て
、
何
事
に
も
一

生
懸
命
取
り
組
む
こ
と
で
、
一
つ
の
素
晴

ら
し
い
も
の
が
出
来
上
が
る
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。わ
ず
か
数
秒
の
シ
ー

ン
を
撮
影
す
る
の
に
も
何
度
も
撮
り
直
し

を
し
ま
し
た
。失
敗
は
許
さ
れ
な
い
と
い

う
緊
張
感
と
と
も
に
、
本
気
に
取
り
組
む

こ
と
の
厳
し
さ
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。ま
た
、
島
田
監
督
さ
ん
、
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
を
真

剣
に
や
り
切
る
姿
を
見
て
、
こ
だ
わ
り
を

も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
も
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
回
の
私
た
ち
の
夢
を
叶
え

る
に
あ
た
っ
て
、
映
画
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、地
域
の
方
々
、Ｐ
Ｔ

Ａ
の
方
々
に
た
く
さ
ん
支
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。同
級
生
の
友
達
や
そ
の
他
の
学

年
の
み
ん
な
に
も
た
く
さ
ん
協
力
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。そ
の
支
え
や
協
力
で
、こ
の

映
画
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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◆
竹
中
亜
花
里
さ
ん

　

発
表
の
最
終
原
稿
が
確
定
し
た
時
は
、

不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。何
度
も
何
度

も
原
稿
を
読
み
返
し
、「
よ
し
、大
丈
夫
！
」

と
い
う
自
信
が
つ
い
て
き
た
時
に
は
、
も

う
本
番
の
前
の
日
で
し
た
。

　

11
月
１
日
、本
番
の
日
で
す
。リ
ハ
ー
サ

ル
の
時
に
は
あ
ま
り
上
手
に
出
来
な
か
っ

た
の
で
、
本
番
で
上
手
く
い
く
か
ど
う
か

不
安
で
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
頑
張
れ
！
」と
親
や
友
達
，
先
生
方
の

応
援
の
お
か
げ
で
少
し
ず
つ
自
信
を
取
り

戻
し
て
、勇
気
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。会
場

に
は
大
勢
の
人
が
い
ま
し
た
。

　
「
ド
キ
・
ド
キ
・
ド
キ
」。本
番
が
近
づ

く
と
と
も
に
心
臓
の
音
が
速
く
な
っ
て
い

き
ま
す
。い
よ
い
よ
本
番
で
す
。私
は
口
か

ら
心
臓
が
飛
び
出
し
そ
う
に
な
る
く
ら
い
、

緊
張
し
て
い
ま
し
た
。で
も
、「
た
く
さ
ん

の
方
々
の
お
か
げ
で
私
た
ち
は
今
こ
の
場

に
代
表
と
し
て
立
っ
て
い
る
ん
だ
」と
思

う
と
、
少
し
ず
つ
緊
張
が
解
け
て
い
っ
て

責
任
感
の
方
が
強
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
皆
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
る
た
め
に
落
ち
着
い
て
、
ゆ
っ
く
り

と
気
持
ち
を
込
め
て
発
表
し
ま
し
た
。終

わ
っ
た
時
に
は
達
成
感
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。

　

こ
の
発
表
を
聞
い
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

が
、「
環
境
を
き
れ
い
に
し
て
い
こ
う
」と

い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
く
れ
た
ら
と
て
も

う
れ
し
い
で
す
。私
も
環
境
を
き
れ
い
に

し
て
い
く
た
め
に
、
地
域
の
掃
除
な
ど
自

分
に
で
き
る
こ
と
に
進
ん
で
取
り
組
ん
で

い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

◆
原　

響
子
さ
ん

　

私
は
今
回
の
夢
が
叶
っ
た
と
き
は
、
本

当
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。こ
の
夢
の
実

現
に
つ
い
て
今
回
発
表
し
、
た
く
さ
ん
の

方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

こ
の
夢
を
叶
え
る
に
あ
た
っ
て
、
地
域

の
方
々
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
、同
級
生
や
他
の

学
年
の
友
達
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。そ
の
お
か
げ
で
夢
が

叶
っ
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
映
画
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
と
の
撮
影

を
通
し
て
、
人
と
交
流
す
る
こ
と
の
大
切

さ
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
夢
配
達
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

学
ぶ
こ
と
、
感
動
す
る
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。そ
し
て
、ゴ
ミ
の
な
い
き
れ

い
な
町
づ
く
り
の
き
っ
か
っ
け
を
与
え
て

も
ら
え
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。た
く
さ
ん

の
人
が
こ
の
映
画
を
見
て「
ゴ
ミ
の
ポ
イ

捨
て
は
や
め
よ
う
！
」と
思
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

　
「
住
処
は
心
の
鏡
」で
す
。私
も
き
れ
い

な
高
美
が
丘
に
す
る
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
い
き

た
い
で
す
。

◆
永
見
優
衣
さ
ん

　

今
回「
夢
プ
ロ
」に
つ
い
て
発
表
を
す
る

機
会
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
と
聞
い

て
、と
て
も
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。だ
か

ら
、
発
表
の
た
め
に
た
く
さ
ん
の
練
習
を

重
ね
、本
番
の
舞
台
の
上
に
立
ち
ま
し
た
。

　

リ
ハ
ー
サ
ル
の
時
は
が
ら
ん
と
し
て
い

た
客
席
と
は
全
く
違
い
、
ほ
と
ん
ど
の
席

が
お
客
さ
ん
で
埋
め
つ
く
さ
れ
て
お
り
、

礼
を
す
る
と
同
時
に
大
き
な
拍
手
が
響
き

わ
た
り
ま
し
た
。そ
の
時「
私
た
ち
の
発
表

の
た
め
に
、
こ
ん
な
に
多
く
の
方
々
が
こ

の
会
場
に
足
を
運
ん
で
下
さ
っ
た
ん
だ
」

と
と
て
も
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

本
番
で
の
発
表
は
、
練
習
・
リ
ハ
ー
サ

ル
の
時
よ
り
何
倍
も
上
手
に
出
来
ま
し

た
。発
表
が
終
わ
っ
た
と
き
、再
び
大
き
な

拍
手
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
拍
手
は
な

か
な
か
鳴
り
止
ま
な
か
っ
た
こ
と
が
心
に

残
っ
て
い
ま
す
。同
時
に
、私
た
ち
の
つ
た

な
い
発
表
を
最
後
ま
で
聞
い
て
く
だ
さ
っ

た
皆
さ
ん
は
本
当
に
素
敵
な
人
た
ち
だ
と

感
じ
、
私
自
身
の
心
が「
ホ
ッ
」と
温
か
く

な
り
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
は
４
年
生
の
時
に「
で
き
た
ら

い
い
よ
ね
。ま
あ
、無
理
だ
け
ど
」と
軽
い
気

持
ち
で
送
っ
た
一
枚
の
応
募
用
紙
。そ
の
夢

が
多
く
の
方
々
の
お
か
げ
で
実
現
し
、さ
ら

に
は
こ
の
よ
う
な
発
表
の
機
会
ま
で
い
た

だ
き
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
発
表
を
終
え
て
】

　
「
夢
配
達
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
活
動
報
告

と
い
う
、
大
役
を
果
た
し
た
３
人
。そ
れ
ぞ
れ

の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

平成26年度青少年育成県民運動推進大会
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「子ども・若者育成支援強調月間（１１月）」

～あいさつ・声かけ運動の広がりを目指して～

⒈  概 　 要

⒉  目 　 的

　県内各地で取り組まれている「あいさつ・声かけ運動」の更なる広がりを目指し、子ども・若者
育成支援強調月間（11月）に、ＪＲ広島駅など県内３会場で街頭啓発キャンペーンを行います。

　次代を担う子供・若者が、夢や希望を豊かに育み、心身ともに健やかに成長することは県民すべ
ての願いであり、家庭・学校・地域社会等が一体となり、地域ぐるみで子供・若者を育成すること
が重要です。
　大人が子供・若者と向き合い、理解しあう姿勢を持つことが必要であるという視点から、コミュ
ニケーションの第一歩である「あいさつ・声かけ」の輪を広げ、県民総ぐるみ運動となるよう、重点
的にキャンペーンを実施します。

あいさつ・声かけ運動
街頭啓発キャンペーンの

実施について

～街頭啓発に参加いただいた団体～

○公益社団法人青少年育成広島県民会議　
○広島市青少年健全育成連絡協議会　　
○広島県地域女性団体連絡協議会
○広島市地域女性団体連絡協議会
○広島市子ども会連合会　
○広島県高等学校ＰＴＡ連合会
○広島県少年補導協助員連絡協議会連合会　
○広島市教育委員会　○広島県議会　
○広島県　○広島県教育委員会　
○広島県警察　○中国運輸局　
○交通関係事業者　ほか

子ども・若者育成支援強調月間に合わせて11月に
県内３カ所で「あいさつ・声かけ運動」を実施しました。

11月5日  広島駅
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※広島県が行う「広島県麻薬・覚せい剤乱用防止運動」及び中国運輸局等が行う「マナーアップさわやか運動」と連携して実施しました。

あいさつ・声かけ運動

○公益社団法人青少年育成広島県民会議　
○広島市青少年健全育成連絡協議会　　
○広島県地域女性団体連絡協議会
○広島市地域女性団体連絡協議会
○広島市子ども会連合会　
○広島県高等学校ＰＴＡ連合会
○広島県少年補導協助員連絡協議会連合会
○広島市教育委員会　○広島県議会　
○広島県　○広島県教育委員会
○広島県警察　○中国運輸局　
○交通関係事業者　ほか

○公益社団法人青少年育成広島県民会議
○青少年育成海田町民会議
○広島県ＰＴＡ連合会
○広島県少年補導協助員連絡協議会連合会
○海田町教育委員会　○広島県議会　○広島県　○広島県警察
○中国運輸局　○交通関係事業者　◯海田大正町郵便局
◯海田小学校　◯海田西小学校　◯海田西中学校　ほか

県 民 運 動

家庭で取組んでいただきたいこと
 ●基本的な生活習慣としてのあいさつ・声かけの励行
 　～おはよう。おやすみ。いただきます。ごちそうさま。いってきます。いってらっしゃい。
 ●家族揃って食卓を囲むことの励行
 　～食卓を囲んでの会話から、子どもの変化が感じられます。

学校で取組んでいただきたいこと
 ●登下校時、学校内でのあいさつ・声かけの励行～通学路、校門、ホームルーム等
 ●保護者に対する啓発活動～通信文、保護者会等を活用して

市町等で取組んでいただきたいこと
 ●広報紙・会議･集会等での呼びかけ
 ●関係機関･団体への協力要請

地域で取組んでいただきたいこと
 ●登下校時等における声かけの励行 ～地域で子どもを育てる
 ●地域住民が集い、声がかけあえる場づくり ～町内会行事・子ども会行事等への積極的参加の呼びかけ

事業所で取組んでいただきたいこと
 ●店内での声かけの励行～いらっしゃい。お帰り。今日は早いね。早く家に帰ろう。

11月6日 五日市駅

11月7日 海田市駅
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KITAHIROSHIMA

　青少年が健やかに育つことを願い、

夏休みに大自然で思いっきり遊ぶキャ

ンプを開催しました。その名は「トム・

ソーヤ スピリッツ2014」。北広島町芸

北地域の山中で2泊3日を楽しみます。

平成18年に始め今年で9回目。小学生

を対象に毎年多くの参加があり、応募

をお断りすることもありました。

小学生が2泊3日キャンプ
中高生と大学生が指導

　今年は、平成26年8月11日～13日の

日程で、北広島町雄鹿原にある「社会

福祉法人順源会ログハウス」へ。盆前

にもかかわらず小学生の参加は46名。

今回は初の試みでジュニアリーダー

育成を目指し、中学生の参加も呼びか

け、16名の応募がありました。ジュニア

リーダー育成による参加募集を聞きつ

けた高校生からも応募があり、快く参

加となりました。参加人数は例年に比

べて格段に多く、子供たちの安全面へ

の配慮を心配しましたが、大人のボラ

ンティア参加と町内の小学校の先生の

協力を得て行うこととしました。

　キャンプの指導は、大学生ボラン

ティア「カッパ組」の12人にリードして

もらいました。基本的に全体行動です

が、班行動によって安全面への配慮や

統制がとれるため、小学生を8班に分

けて各班に大学生とジュニアリーダー

の中高生を配置。ジュニアリーダーの

中高生にはキャンプ当初にリーダーと

しての心得を教え、小学生の見本とな

り、大学生と共に指導する役割を担う

ことを学習しました。初日こそ緊張し

ていたものの、小学生をリードしなが

らキャンプを楽しみました。

ピンチが好転、アイデアでさらに充実

　かぶとむし大作戦・かまどづくり・早

朝登山・川遊び・キャンプファイヤー・焼

き板作りなどを予定しましたが、前日

の台風による川の増水で川遊びは中

止に。大人ボランティアの方のアイデ

アで、川魚のさばき方教室を行うこと

にしました。講師はキャンプ場の近く

に住む方に急遽お願いし、川魚は川遊

びで仕入れた生きた魚を使いました。

魚をさばいたことのない子供がほとん

どで、最初は「気持ち悪い」「嫌い」と

言いながら包丁を持って格闘。意外に

面白かったようで、余っている魚まで

さばく子供も。大人ボランティアの方

のアイデアに助けられました。

　早朝登山は、午前3時半に起床して

標高1069mの大佐山へ。頑張って頂

上まで歩き、目下に広がる雲海を眺め

ながら朝食を食べました。達成感と普

段見ることのない風景は、最高のごち

そうでした。キャンプファイヤーでは、

グループごとにスタンツを考え、炎の

もとで披露。笑いと感動に包まれまし

た。「さよならの集い」では、別れを惜

しんで泣き出す子供も。スタッフも思

わずもらい泣きをしました。

　大きなケガや事故もなく過ごすこと

ができ、子供たちの成長と笑顔は十分

余りあるくらいのものとなりました。　

　来年はいよいよ10回目の記念キャ

ンプ。子供たちの成長と笑顔を楽しみ

に、推進委員みんなでアイデアを出し

て盛り上げていこうと思います。

市
町
民
会
議
は
県
民
運
動
を
推
進
す
る
組
織
で
す

県
内
各
地
の
市
町
民
会
議
が
、地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
特
色
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
６
つ
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

い
き
い
き
地
域
活
動
紹
介

トム・ソーヤ スピリッツ 2014
～大自然で2泊3日遊びませんか～

北広島町青少年育成推進協議会
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HATUKAICHI

　青少年育成廿日市市民会議では、

総会にさきがけ、学校の新学期の始ま

りとともに取り組む事業があります。

　それは、子どもたちを取りまく状況

が年々悪化する中で、子ども自身がま

わりを見直し、自分の思いを標語にし

て伝えることにより、地域と学校・家庭

を結びつけ、励まし、応援することが

できると始められた標語募集です。平

成が始まったころから続く事業です。

市内小中学校から募集
入賞作品を発表、特選は表彰式も

　標語募集のため、新学期早々に廿

日市市内小中学校28校に募集要項を

配布し、20日後に回収します。本年は

7,622点の応募がありました。この中

から90点の入選作と10点の特選作を

選出します。審査は当会の会員で行い、

多くの会員が子どもたちの気持ちを

思いやりながら、真剣に取り組んでい

ます。

　選ばれた作品100点は、はつかい

ち文化ホールさくらぴあで毎年７月第

2日曜に実施する、「青少年育成廿日

市市民大会（本年度は7月13日に開

催）」の冊子に掲載し、特選作品は表

彰式を行います。子どもたちの大きな

励みになっています。

作品をパネルにして掲示
市民に勇気と感動を

　その後、本年選出された作品をパ

ネルに書き、市内の市民センター、学

校、公園などの市民の目につく所に掲

示し、子どもたちの思いを伝え、読んで

下さる方に勇気や感動を与えています。

本年は、このパネルの一部を廿日市市

立佐方小学校の児童が、子どもらしい

堂々とした書体で書いてくれました。

　来年も、子どもたちの積極的な取り

組みを期待したいと思っています。

昔遊びを体験、記録に挑戦
～「子どもまつり」を開催～

　平成26年11月９日（日）、今年も生

涯学習フェスティバルの一環として

「子どもまつり」を開催しました。

　子どもまつりでは、「なわとび」、

「靴とばし」、「輪投げ」、「鉄棒ぶら

さがり」、「豆つまみ」の５種の競技に

挑戦するチャレンジコーナーや、紙

飛行機、ミニ帽子、折り紙などの創作

コーナー、スロービーや昔の遊びの

コーナーで、子どもたちが秋の一日を

楽しみます。

　今年は、朝のうちは雨に見舞われ来

場者が少なかったのですが、午後から

雨が上がると例年通りの賑わいとなり

ました。

　チャレンジコーナーでは、午前中の

雨脚が強かったために実施できなかっ

た競技もあったのですが、今年もたく

さんの子どもたち

が記録にチャレンジ

し、歴代１位の記録

目指して頑張りまし

た。

　昔遊びコーナー

では、普段あまり触

れることのないコマ

や輪回しなどを体

験。廿日市市内の老

人会のみなさんの優しい指導でコツ

をつかみ、とても楽しそうに遊んでい

ました。

　

中高生ボランティアが
遊びをサポート

　子どもまつりでは、毎年中高生のボ

ランティアが、子どもたちの遊びをサ

ポートしています。今年は朝から雨が

心にしみる標語が私たちを元気に
私たちを勇気づけます～標語募集～

青少年育成廿日市市民会議

降っていたので、中高生の皆さんには

「来れたら来て下さい」と連絡してい

ました。来ないだろうと思っていました

が…。雨の上がった昼前、参加予定だっ

た中学生がほぼ全員来てくれました！

　好天ではなくてもたくさんの来場者

に楽しんでもらえたこと、小さい子の

サポートをする中学生の笑顔が優しく

てすてきだったことで、今年の子ども

まつりは、いつにも増して心温まるも

のとなりました。
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MIYOSHI

　青少年育成三次市民会議は、市内

19の町民会議で組織され、人権尊重・

青少年健全育成を基底に事業を展開

しています。今回は、川地・吉舎・甲奴

町民会議の事業を紹介します。

川地町民会議
「みんなであそぼう会」

　平成26年8月23日(土）、川地自

治会館でイベント「けん玉にチャレ

ンジ」を開催しました。講師は、けん

玉発祥の地・廿日市で「kendama 

shop & salon 夢」を昨年オープン

させ、また日本けん玉協会西広島支

部長でもある砂原宏幸さんです。息

子さんと、小学生のお弟子さんととも

に来ていただきました。

　参加は20人あり、けん玉の持ち方

や膝の使い方などを基本から教えて

いただき、子どもたちの「できた～」と

いう声と笑顔が会場にはじけました。

吉舎町民会議
「ふるさとに誇りを持って羽ばたいて…」

　尾道石見銀山街道の宿場町として

栄えた吉舎町。古い街並みが残る町

の史跡などを親子で歩きながら、吉舎

町にちなむクイズに挑戦するウオーキ

ングイベントを継続して行っています。

　今回は親子50人が参加し、地元の

高校、デニム生産工場、町並みなどを

歩いて回りました。

甲奴町民会議
「生活に生かす体験」

　今、子どもの体験活動が、“行事的、

花火的、お客さん的”になりがちで

す。甲奴町民会議では指示待ちしな

い、自らが発想し行動することで失敗

し、悔し涙を流し試行錯誤する中で素

晴らしいものを見出し創造していけ

る子ども、すなわち子ども一人ひとり

が主体的に活動し、将来に渡り生きる

基礎になるものを体感し、身につける

諸々の体験活動を仕組んでいます。

　活動をするときには「アドバイスは

３つ、誉めることは7つ」を心がけて

います。例えば、しめ縄、竹細工（箸・

茶わん・コップ・花立てなど）、パンと

ケーキ、古木のペンダント、ツタを活

用したリース作り、登山による自然観

察などを通して、自然や使う道具の危

険性を学びました。魅力を知り、自然

への親しみと畏敬の念、異年齢で助

け合う友情を培い、生活の中で存在

感を示し、手作りしたもの、体感した

事柄に肌で喜びを感じられる活動を

しています。

青少年育成三次市民会議

故郷の歴史や自然を学び
一人ひとりが輝く未来を目指す

　青少年育成三次市民会議そして

町民会議では、意外と知らない故郷

歴史や自然について学び触れること

は、私たち古里の未来を支える世代

をきっと育ててくれると信じています。

一人ひとりが輝くことを目標に、これ

からもこうした取り組みを続けてい

きたいと思っています。
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FUCHU

　青少年の健全育成と地域文化の若

い世代への継承を推進していくため、

当市民会議も県民会議の助成事業

を活用しながら地域活動の活性化を

図っています。今回は、所期の目的の

達成を目指して毎年数多く取り組む

府中市の地域活動支援事業の中から、

土生町の「親子とんど」作りの取り組

みを中心に紹介します。

干支飾りや親子とんどで活性化

　土生町は、府中市の市街地から芦

田川を挟んだ南側に位置しています。

以前は、田畑の多い地域でしたが、現

在は市街地から近いこともあり宅地

化が徐々に進んできています。12月

現在の世帯数が約400戸の町です。

　土生町では、町の活性化を図るため、

平成7年から壮年会を中心にとんど

作りに取り組んできた経緯があります

が、とんどを立てるための場所が確保

できなくなり、４年間ほど中断しまし

た。17年（酉年）から現在の芦田川河

川敷でとんど作りが可能になり、復活

しました。この年から、より多くの人

に関心を持ってもらえるように干支

の動物を張子で作り、とんどに飾るよ

うになりました。この取り組みは、壮

年会が中心になって続いています。

　18年からは、子ども会に呼びかけて

「親子とんど」を作っています。子ど

もたちからその保護者まで、より若い

世代が一緒になってとんどを作るこ

とで、地域の活性化をさらに図ろうと

しています。

　完成した「子とんど」が「親とんど」

と並んで立つ姿に、また、子どもたち

の喜ぶ姿や若い世代へととんど作り

が伝わっていくうれしさに関係者一

同感激したそうです。

　例年は1月10日前後の日曜日に、と

んどに火をつけて餅を焼いて一緒に

食べることで親睦を深めていたので

すが、より楽しく参加してもらえるよ

う、参加者へ豚汁の接待をすることな

ども工夫しています。

　土生町の子どもの数は、他の地域と

同じように減少してきていますが、毎年

多くの参加者によってにぎやかに「親子

とんど」作りが続けられています。

若い世代が主役になれる工夫

　土生町のように地域の伝統文化を

生かし、新たな伝統を作り上げていこ

うとする活動は、その他の地域でも

活発に行われています。町内の祭り

や文化を子どもたちや若い世代に引

き継いでいくための工夫も各地域に

見られます。　地域で継承されてきた

お盆の行事や秋祭りで、子どもたちや

若い世代を主役にしていくような活

動がそうです。

　例えば、町内会が地域の育成組織

と連携しながら、地域の文化財の見

学などを通じて歴史と文化を伝えて

いこうという試みです。今のうちに伝

えておかなければ、歴史・文化の伝承

が途切れてしまうという危機感があ

るからです。

　また、地域の企業を三世代で見学

することで、世代を超えて親睦を深め

ながら、地域のことを深く知るための

共通の体験をしようする活動などで

す。

　少子化が進む中、地域社会の次代

の担い手不足は各地域に共通した悩

みや不安です。当市民会議は、このよ

うな地域活動がより充実した取り組

みとなるように、今後も支援を続けて

いきたいと考えています。また、機会

をとらえながら、活動がより充実する

ことを目指して、町内会の協力を得な

がら実践発表や実践交流なども計画

しています。

青少年育成府中市民会議

健全育成と地域文化の継承を目指して
～府中市の地域活動支援事業から～
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KURE

呉の子どもを守る会議

保護者・地域と共に
～呉市立下蒲刈中学校の活動を中心として～

　「呉の子どもを守る会議」では、11

月11日「ひろしま教育の日」に合わせ

て、子どもたちが安心して登下校でき

るよう啓発用ティッシュを配布し、街

頭啓発活動を実施しています。また、

日常的に巡回パトロールを行ったり、

不審者情報メール配信システムによ

り、登録者に情報を発信したりする等、

「呉の子どもは呉のおとなが守る」と

いう意識を高め、市民啓発の充実を

図っています。

　呉市では、本事業を『保護者・地域と

共に』をモットーに、地域に愛され地

域のために頑張っています。地域と共

に活動している下蒲刈中学校の様子

を生徒たちの姿を通して紹介します。

小学生・中学生・保護者・地域
の方たちと共に、『下蒲刈音頭』
を運動会で踊る（５月）
　小・中合同運動会は、５月に開催さ

れます。プログラムの最後に『下蒲刈

音頭』を児童・生徒・保護者・教職員

そして女性会や地域の方たちと踊り

ます。『下蒲刈音頭』は、下蒲刈の特

産物や地域の特徴が歌に織り込まれ

ていて、とても親しみやすい踊りで

す。運動会の前に、女性会の方たち

から『下蒲刈音頭』をご指導いただ

き、小学生の時から地域の方々と共に

楽しく踊り、地域を盛り上げています。

　また、地域の消防団の方々も運動会

に参加し、小中合同運動会を盛り上げ

てくれます。

親子で行う空きビン回収
　夏休みに、親子・教職員が下蒲刈の

島内を回り、空きビンを回収します。

朝、１軒１軒に中学生が元気よく声を

かけ、ビンを回収して回ります。毎年、

夏の恒例行事となっているため、地域

の方たちも、空きビンを貯めておいて

くれます。

　空きビン回収が終わると、中学生

は保護者に日頃の感謝をこめて、昼

食（カレーライス・デザート等）を作り、

親子昼食会を楽しみます。

梶ヶ浜クリーンキャンペーンと
ビーチフェスタ
　下蒲刈島の海水浴場「梶ヶ浜」を

きれいにするため、小学生と協力して

『海びらき』の前に清掃活動を行い

ます。中学生がリーダーシップを発揮

しながら、縦割りのグループで清掃

活動を行い、地域の海びらき『ビーチ

フェスタ』に向けて、海辺はとてもき

れいになります。

　『ビーチフェスタ』当日は、小学生は

歌と太鼓を、中学生は下蒲刈中ソーラ

ンと下蒲刈太鼓を披露し、地域の方

や島を訪れた方たちに元気を届けて

います。地域の方は、下蒲刈島の特産

物を販売したり、女性会はうどんや鯛

飯や炊き込みご飯を作り、販売したり

しています。小学生や中学生は女性

会の方が作ってくださったうどんや炊

き込みご飯を頂きます。

朝鮮通信使再現行列
ＰＴＡと共にバザー
　毎年１０月には、「朝鮮通信使再現行

列」が盛大に行われ、下蒲刈中学校の

グラウンドは式典（国書交換式など）

の会場となります。ＰＴＡはその日バ

ザーを行い、中学生は、保護者が作っ

たうどんやたこ焼き・フライドポテト

等を売り子となって協力し、「朝鮮通

信使再現行列」を見に来られた地域

の方や島を訪れた方たちに販売し、コ

ミュニケーションの輪を広げています。

　また、当日中学生はステージで、「下

蒲刈太鼓」を多くの島を訪れている方

や温かく見守り育ててくださっている

地域の方へ、日頃の感謝の気持ちを

込めて精一杯太鼓を叩きます。生徒も

保護者も教職員もお揃いの『熱島下

蒲刈』のＴシャツを着て、ＰＴＡバザー

の売り上げに協力します。地域の方は、

みな顔見知りばかりで、生徒たちの販

売にとても協力してくれます。

　青少年の健やかな成長のための取

組について、引き続き、「呉の子ども

は呉のおとなが守る」という意識を常

に持ち、地域と一体となって活動を推

進していきたいと思います。

生徒たちの太鼓演奏

梶ヶ浜の清掃活動

カレーライスをみんなで食べる
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地域が一体となった青少年の健全育成
～あいさつ運動、健全な家庭づくり推進事業～

SAKAMACHI

「挨拶で心を結ぶ坂の町・
あいさつパレード」

　「挨拶は人より先に私から」「おは

ようの笑顔がうれしい明るい家庭」

広報車と横断幕を先頭に毎年５月、青

少年育成坂町民会議総会前に「あい

さつパレード」を開催しています。午

前10時、町民会議会長をはじめ、町長、

議長、海田警察署長、教育長他、関係

団体の代表者、地域住民、各種スポー

ツ少年団員等、老若男女、約700名が

地域の女性団体会長の発声を合図に

出発、近隣の商業エリアから町民会議

総会会場である町民センターまで約

２０分の道程を道行く人に声をかけな

がら「やさしさと思いやり」の輪を広

げていきます。

　また、毎月第三火曜日、地域の女性

団体の皆さんが広報車に乗込み、道

行く人に積極的に声をかける「あいさ

つ運動」を実施しています。帰宅途中

の幼児、児童、生徒や町民の皆さんも

手を降り返してくれたり、大きな声で

「あいさつ」してくれます。

　「あいさつ」が人の気持ちを揺り動

かし、よりよい人間関係を築く橋渡し

となっています。本事業を通じ、「あい

さつ」には、人と人との心を結ぶ不思

議な力があるように実感しています。

　坂町では「礼節」を基本とした教育

を推進しています。

　各小中学校が、校長会の発案により

「礼節週間」等独自の取組を実施し

ており、行政と町民会議、保護者や地

域の皆さんが一体となって青少年の

健全育成に取組んでいます。

「親子水でっぽうづくり」
　毎年「家庭の日」には、健全な家庭

づくり推進事業の一環として「親子水

でっぽうづくり」を実施しています。準

備された竹を日ごろ使い慣れない工

具を駆使し、親子等で協力し水でっぽ

うを作製します。その後、手づくりの

そうめんとおむすびも振舞われます。

　お父さんさんがのこぎりを引いた

り、お姉ちゃんがきりで穴をあけたり、

おじいちゃんがナイフで竹を削ったり、

おかあさんが細竹に布を凧糸で結ん

だり。今ではもう家庭で作ることもな

くなった昔遊びの道具を作製すること

を通じ、家族が一致団結、日ごろ見る

ことのない家族の一面を発見するこ

ともあるようです。

　お楽しみの「そうめん流し」です。

手作りの竹のレールの中を白くて美

味しそうなそうめんが勢いよく流れ

ていきます。容器にお手製のつゆを入

れた高学年の児童は、上手から一気

にすくいあげます。小さな幼児は、下

手でなかなか食べることが出来ませ

ん。親の手をかり食べる者、辛抱強く

狭間から流れてくるそうめんを待つ

者、様々です。２日がかりで準備したそ

うめんとおむすびは、楽しい時間とと

もにあっという間に消えていきます。

　この事業の申込は、事前申込のみ

で当日申込を受付けていません。これ

は、材料である竹のすべて、水でっぽ

うで使うものはもとより、そうめん流

しで使用する容器からはしに至るまで

手づくりです。この竹も役員や地域の

有志の方々が山から直接伐りだし作ら

れるもので、限定的で準備に非常に時

間を要するからです。そうめん流しの

だしとおむすびも手づくりで、役員と

地域の女性団体の皆さんが２日がかり

で準備されます。

　現在、このように地域住民や関係団

体のご協力により、夏の恒例事業とし

て定着し、毎年楽しみにしている方も

たくさんいらっしゃいます。参加人員

も200名を越える人気の事業です。

　今後とも、本事業が家庭における親

子のふれあいの場の創出となり、地域

が一体となって家庭づくりを支える地

域社会づくりの推進の一助となるよう

努めたいと思っています。

青少年育成坂町民会議

あいさつ

水でっぽうで遊ぶ

そうめん流し
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夢　　　の　　　概　　　要応 募 者 名（学校名・学年）
（グル ープ 名 ）市町名

みんなに手伝ってもらって、広島の食材を使った
お寿司を作りたい。木

き む ら

村　京
み や び

珠（段原小５年生）広島市

巨大イルミネーションを作って、
地域のみなさんへ感謝のメッセージを伝えたい。田

た な か

中　響
ひびき

（緑丘小６年生）福山市

専門家に手伝ってもらって、
地域にある滝をきれいにして探検したい。長

ながはた

畑　桜
さ や

弥（八幡小４年生）三次市

レゴブロックで厳島神社や原爆ドームを
本物そっくりに作りたい。道

みちおか

岡　咲
さ き と

翔（三永小３年生）東広島市

島の人達ともちつき大会をして、交流したい。島
し ま づ

津　美
み ゆ

夢（小方小６年生）大竹市

自分たちで米を作り、
その稲わらでぞうりを作りたい。的

ま と ば

場　舞
まい

（可部南小４年生）広島市

学校のシンボルツリー「双けやき」の絵本を
作りたい。向

む か い

井　優
ゆ り あ

里彩（阿品台西小６年生）
（ＩＳＩ２０）

廿日市市

大朝を舞台にしたドラマを作りたい。
白
しらまさ

砂　凛
りん

（大朝小５年生）
（スマイルチーム）

北広島町

地域や学校のみんなと一緒に
昔の塩づくりの方法で松永の塩を作りたい。竹

たけみつ

光　大
や ま と

和（松永小３年生）

（松塩）
福山市

登
のぼりたて

立　光
み さ き

咲

県内の小学生から夢を募集し、選ばれた夢を実現する子どもたちの取り組みを、学校や地域の人たちが
夢配達人と一緒に支援する事業です。平成25年度に採択され、平成26年度に実現した「夢」を紹介します。

夢 配 達 人
プロジェクト推進事業
～子どもたちの夢をみんなの協力で実現させました！～

平成25年度採択　平成26年度実現した「夢」（応募件数1,244件）
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5月、地域の方にご指導いただ
き田植えを行いましたが、こ
の田んぼは豪雨災害の被害を
受けてしまいました。

３つのハートは学区を形成する３
地区を、真ん中の丸と三角は、そ
れを結ぶ緑丘小学校を表します。

5年生全員でわらぞうり作り。保護者の方
も多く参加され、子どもたちが作成する
様子を見守っていました。

全てのイルミネーションが点灯！地域の皆さ
んと子どもたちみんなの思いがつながった瞬
間でもあります。

10月、新たに地域の方のご厚意
でお貸しいただいた田んぼで、
稲刈り体験をさせていただくこ
とができました。

電力は自家発電。子どもたち
が10台の自転車をこいで、イ
ルミネーションを光らせます。

夢応募者の的場さん
（隣はお母さん）。

地域で集めたペットボトル
をつなげて作成しました

夢配達人・梅口和昭さん
による講義。みんな真剣
な表情で話を聞いていま
した。

　夢配達人の一員である上原女性会のみなさんのご指導のもと、子どもたちがわらぞうりを作成しました。子どもたちが田植えを
行った田んぼは８月の豪雨災害で被害に遭ってしまいましたが、新たに地域の方に田んぼをお貸しいただき、稲刈り体験とわらぞうり
作りを実現させることができました。

　12月5日、巨大イルミネーション点灯式を行いました。夢配達人である福山大学の田中先生をはじめ、地域や保護者のみなさんなどたく
さんの方々が見守る中、6年生の子どもたちがこぐ自転車で起こした電力で、見事点灯させることができました。

　夢配達人の梅口和昭さんから、お寿司の歴史や作り方について学び、みんなの思いが詰まったメニューを完成させました。２月にレモン農
家さんの元を訪れて広島レモンについて学び、３月、いよいよお寿司作りに取り組む予定です。

広島市

福山市

広島市

自分たちで米を作り、その稲わらでぞうりを作りたい。（可部南小学校）

巨大イルミネーションを作って、地域のみなさんへ感謝のメッセージを伝えたい。（緑丘小学校）

みんなに手伝ってもらって，広島の食材を使ったお寿司を作りたい。（段原小学校）
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5月7日、草刈りなどの環境整備
を行った後、間伐材を使ってベ
ンチやオブジェを作成しました。

夢応募者・島津さん家族による「つき初
め」。

6月23日、品の滝の植物や昆
虫などについて調査を行い
ました。

8月31日、品の滝探検の様子。
途中にある小さな滝は、ハー
ネスを使って登りました。

味つけは，きなこ・ココア・砂糖醤油、
チョコ、フルーツポンチからお好み
で。阿多田島婦人部のみなさんが
用意してくださったお雑煮とぜん
ざいもありました。

もちを丸め
るのも、みん
なで。

三の滝に到着。品の滝完全制覇です！

最後に全員で記念撮影。
もちつき大会は大盛況の
うちに終了しました。

　11月23日、阿多田小学校の閉校とともになくなっていたもちつき大会が復活しました。前日や早朝から多くの地域の方々が準備
に協力してくださり、子どもたちと大人たちの笑顔あふれるイベント実現となりました。

地域や保護者の方々の協力のも
と、たくさんの作業工程を経て作
られた塩田。元は花壇でした。

高濃度にした海水（かん水）を煮
詰めて、塩を作っていきます。

海水を含ませ乾燥させた砂から、
より塩分濃度の高い海水（かん
水）を作ります。

　松永地域の塩づくりについて調べ学習をしたり、地域の方の話を聞いたりして学習を進めています。学校の花壇の一部を塩田に作り変え、
塩づくりを体験しました。これから、より純度の高い塩づくりに挑戦するため、準備を進めています。

大竹市

　夏休み最後の8月31日、一の滝から三の滝まで探検し、見事、品の滝を完全制覇しました。夢配達人の一員である「馬洗川自然
塾」「さとやまシュアリングネイチャーの会」「雲通（うずい）青年会」のみなさんが応援に来てくださいました。応募者の長畑さんは、
「これからも悠久の自然を守り、未来にこのままの状態を渡していくよう活動していきたい」と、思いを新たにしていました。

三次市 専門家に手伝ってもらって、地域にある滝をきれいにして探検したい。（八幡小学校）

島の人たちともちつき大会をして、交流したい。（小方小学校）

福山市 地域や学校のみんなと一緒に昔の塩づくりの方法で松永の塩を作りたい。（松永小学校）
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絵本作家の朝川照雄さん、よこみち 
けいこさんに、夢配達人としてご指導
いただきました。

東大LEGO部のみなさんと。

4月25日、大朝小学校出身の児童文学作
家・倉橋耀子さんを夢配達人にお迎えし、
ドラマの内容について話し合いました。

発表会の様子。絵本を朗読し、
「大きなケヤキを育てたい」と
いう歌を全員で合唱しました。

LEGO制作について、アド
バイスをもらいます

「撮影、がんばるぞー！」

たくさんのLEGO作品に囲まれ、
ワクワク。制作へのイメージも固
まってきました。

地域の方々のご協力を得て、
子どもたちがビデオを回して
います。

完成した絵本。校庭で枯れか
けたケヤキを児童たちが救っ
た実話がもとになっています。

今も校庭に残る双ケヤキと
一緒に記念撮影。

指導してくださったお兄さ
んと、がっちり握手する、応
募者の道岡咲翔くん。

撮影の合間には、大朝の良い所
などたくさん楽しいお話が聞け
ました。

　11月、学園祭の開催にあわせ、東大LEGO部を訪問しました。3月の完成を目指し、世界遺産である原爆ドームの制作に取り
かかります。

　大朝の良さが伝わるドラマの作成に取り組んでいます。地域の方々のご協力を得て、撮影はほぼ終了。年度内の作品披露を目
指して編集作業に入っています。

　11月、完成した絵本「わたしたちの双ケヤキ―阿品台西小学校の双ケヤキの物語―」を全校児童、保護者、地域のみなさんに披露
しました。応募当時6年生だった向井優里彩さんたち6人は、卒業後も在校生と一緒に絵本作成に取り組みました。

東広島市

北広島町

廿日市市

レゴブロックで厳島神社や原爆ドームを本物そっくりに作りたい。（三永小学校）

大朝を舞台にしたドラマを作りたい。（大朝小学校）

学校のシンボルツリー 「双ケヤキ」の絵本を作りたい。（阿品台西小学校）
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●
講
演
会

　

講
演
会
で
は
、

折
り
紙
ヒ
コ
ー

キ
協
会 

会
長
の

戸
田
拓
夫
氏
を

講
師
に
迎
え
ま

し
た
。
戸
田
氏

の
紙
ヒ
コ
ー
キ

は
世
界
記
録
を

樹
立
。
精
密
鋳

造
部
品
の
製
造

販
売
を
主
軸
と
す
る
会
社「
㈱
キ
ャ
ス
テ
ム
」

（
本
社
広
島
県
福
山
市
）の
社
長
で
あ
り
な
が

ら
、今
も
紙
ヒ
コ
ー
キ
の
記
録
更
新
に
挑
戦
中
。

革
新
的
な
紙
ヒ
コ
ー
キ
づ
く
り
に
人
生
を
捧

げ
て
い
ま
す
。

◇

誰
も
評
価
し
て
く
れ
な
い

好
き
だ
か
ら
作
り
続
け
た

　

紙
ヒ
コ
ー
キ

と
の
出
会
い
は
、

大
学
の
理
工
学

部
に
入
っ
て
間

も
な
く
の
こ
と
。

無
理
な
生
活

が
た
た
っ
て
寝

込
む
日
が
続
き
、

暇
つ
ぶ
し
に
紙

ヒ
コ
ー
キ
を
折
り
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で

し
た
。折
っ
て
は
飛
ば
し
を
繰
り
返
し
て
い
る

う
ち
に
、下
宿
部
屋
は
紙
ヒ
コ
ー
キ
で
埋
め
尽

く
さ
れ
足
の
踏
み
場
も
な
い
ほ
ど
。大
学
の
授

業
に
出
席
も
せ
ず
、気
が
付
け
ば
落
ち
こ
ぼ
れ

に
。家
主
が「
様
子
が
お
か
し
い
」と
心
配
し
た

ほ
ど
で
す
。大
学
を
中
退
し
て
故
郷
の
福
山
に

戻
り
、家
業
の
精
密
鋳
物
工
場
を
継
ぎ
ま
し
た
。

１
枚
の
紙
で
世
界
記
録
に
挑
戦

こ
だ
わ
り
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い

　

人
生
ど
ん
底
の
時
に
編
み
出
し
た
紙
ヒ

コ
ー
キ
。１
枚
の
紙
か
ら
、
は
さ
み
も
テ
ー
プ

も
使
わ
ず
に
立
体
的
な
紙
ヒ
コ
ー
キ
が
完
成

し
ま
す
。デ
ザ
イ
ン
は
700
種
類
あ
り
ま
す
。

　

当
時
は
誰
に
も
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。あ
る
日
、
私
の
紙
ヒ
コ
ー
キ

が
新
聞
で
取
り
上
げ
ら
れ
、多
く
の
人
の
目
に

と
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ギ
ネ
ス
の
記
録
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。当
時
、

滞
空
時
間
の
記
録
は
１
位
が
ア
メ
リ
カ
27.7
秒
、

２
位
は
イ
ギ
リ
ス
20.5
秒
。私
は
19.2
秒
で
し
た
か

ら
、
１
位
と
は
８
秒
差
が
あ
り
ま
す
。逆
転
す

る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
、今
ま
で
捨
て
て
い
た
紙

ヒ
コ
ー
キ
の
中
か
ら
探
し
ま
し
た
。

　

折
り
方
と
重
心
の
位
置
、飛
ば
し
方
を
変
え

て
デ
ー
タ
を
と
り
ま
し
た
。投
げ
方
の
研
究
も

重
ね
、
力
で
投
げ
る
の
で
は
な
く
、
体
全
体
の

し
な
り
の
動
き
を
利
用
す
る
投
げ
方
を
見
出

し
ま
し
た
。よ
り
飛
ば
す
た
め
に
、
82
㎏
の
体

重
を
68
㎏
に
。そ
う
し
て
、
29.2
秒
と
い
う
世
界

１
位
の
記
録
を
達

成
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
す
。

　

宇
宙
航
空
開
発

機
構（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）

で「
地
球
に
向
か
っ

て
宇
宙
か
ら
飛
ば

す
」と
い
う
実
験
が

県
民
活
動
を
よ
り
活
発
に
し
て
い
く
た
め
に

　

地
域
に
お
け
る
機
能
的
な
運
動
組
織
で
あ
る
各
市
町
民
会
議
活
動
の
普
及

促
進
を
図
る
た
め
に
、当
県
民
会
議
で
は
毎
年
、市
町
民
会
議
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研

究
・
交
流
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。今
年
度
は
８
月
29
日
（
金
）、福
山
市
の
ア
ル

セ
で
実
施
。各
市
町
民
会
議
の
関
係
者
・
青
少
年
育
成
県
民
運
動
実
践
委
員
・
青

少
年
育
成
地
域
リ
ー
ダ
ー
が
集
合
し
ま
し
た
。

平成26年度

市町民会議ネットワーク
研究・交流会
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採
用
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
大
学
研
究
者

ら
と
連
携
し
、
耐

熱
性
の
紙
を
使
っ

た
実
験
で
、
大
気

圏
に
突
入
す
る
条

件
に
近
い「
マ
ッ

ハ
７
、
摂
氏
200
度
」

に
耐
え
る
実
験
に
も
成
功
。「
夢
配
達
人
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」で
も
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
で
は“
紙
ヒ
コ
ー
キ
先
生
”と
し
て
、学
校

や
企
業
、
イ
ベ
ン
ト
、
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
で
紙

ヒ
コ
ー
キ
の
折
り
方
を
指
導
し
て
い
ま
す
。紙

ヒ
コ
ー
キ
を
通
し
て
日
本
の
技
術
の
高
さ
や

こ
だ
わ
り
を
、世
界
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

夢
は
目
標
で
あ
り
達
成
す
る
も
の

子
ど
も
た
ち
に
も
伝
え
た
い

　

紙
ヒ
コ
ー
キ
を
作
り
続
け
る
こ
と
を
、ど
れ

ほ
ど
馬
鹿
に
さ
れ
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
。子
ど

も
た
ち
も
、
自
分
の
目
標
を
信
頼
し
て
い
る

人
に
否
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。そ
れ
を
覆
す
の
は
熱
意
で
す
。達
成
で

き
た
こ
と
に
、世
論
は
変
わ
っ
て
い
く
の
で
す
。

目
標
を
見
つ
け
た
ら
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
し
、好
き
な
ら
続
け
る
べ
き
で
す
。

　

私
は
、夢
と
い
う
言
葉
を
あ
ま
り
使
い
ま
せ

ん
。夢
は
、
絶
対
に
成
し
遂
げ
る
も
の
で
あ
り
、

目
標
と
言
い
換
え
ま
す
。目
標
を
達
成
さ
せ
る

に
は
、い
つ
ま
で
に
何
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
か

を
し
っ
か
り
考
え
ま
す
。こ
の
考
え
方
を
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
し
、先
生
方
に
も

理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
子
ど
も
た
ち
の
目
標
を
見
守
り
、
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
清
聴
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
実
践
発
表
①

　

鞆
学
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
会
長
の

大
浜
憲
司
氏
が「
子
ど
も
を
取
り
巻
く
諸
課

題
・
大
人
と
し
て
の
責
任
」に
つ
い
て
発
表
し

ま
し
た
。

◇
　

私
は
常
々
、

「
自
分
自
身
が
高

ま
る
こ
と
」を
心

掛
け
て
人
と
接

し
て
い
ま
す
。そ

ん
な
思
い
か
ら
、

「
夢
配
達
人
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」に
も

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。夢
プ
ロ
に
は

福
山
で
８
件
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。学
力
と
想

像
力
が
両
輪
と
し
て
機
能
し
て
い
る
あ
り
が

た
い
事
実
で
あ
り
、そ
の
う
ち
２
件
が
鞆
と
い

う
こ
と
に
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

鞆
に
あ
る
小
学
校
も
中
学
校
も
校
章
は
ナ

デ
シ
コ
が
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
て
い
ま
す
。花
言

葉
は
、
純
粋
な
愛
情
。そ
れ
が
鞆
と
い
う
町
の

風
土
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
を
育
て
る
一
番
の
力
は
家
庭
、そ
の

次
は
地
域
で
す
。地
域
力
が
弱
っ
て
き
て
い
る

今
こ
そ
、“
絆
”を
大
切
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
実
践
発
表
②

　

福
山
市
立
鞆

小
学
校
琴
ク
ラ

ブ
の
指
導
者
、
川

崎
み
つ
子
氏
が
、

平
成
22
年
度
の

夢
配
達
人
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト「
福
山

の
伝
統
工
芸
で

あ
る
琴
を
作
り
、た
く
さ
ん
の
人
に
聞
い
て
も

ら
い
た
い
」を
振
り
返
り
ま
し
た
。発
表
後
、参

加
者
と
一
緒
に
備
後
絣（
か
す
り
）を
使
っ
た

工
芸
品
の
備
後
福
う
さ
ぎ
を
作
り
ま
し
た
。川

崎
さ
ん
の
発
表
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

◇

　

互
い
の
思
い

や
り
が
共
感
を

呼
び
、
み
ん
な

で
感
動
と
達
成

を
体
感
し
た
夢

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

友
を
誇
り
、
友

を
思
い
や
る
心
が
宝
物
と
な
り
ま
し
た
。夢
を

持
つ
喜
び
は
自
分
が
何
を
始
め
る
こ
と
が
大

切
か
を
考
え
さ
せ
、未
来
へ
の
自
分
づ
く
り
に

磨
き
を
か
け
て
い
ま
す
。“
青
き
少
年
少
女
”は
、

“
碧
き
成
年
”へ
と
成
長
し
、互
い
の
信
頼
と
尊

敬
を
持
っ
て
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る
大
人
に
向

か
っ
て
、今
、歩
み
始
め
て
い
ま
す
。

●
交
流
会

　

川
崎
さ
ん
が
指

導
す
る
鞆
小
学
校

の
児
童
が
琴
を
演

奏
。
美
し
い
調
べ

に
会
場
の
雰
囲
気

が
一
層
和
や
か
に

な
り
、
参
加
者
は

交
流
を
深
め
、
情

報
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
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講義１
■「ネット社会の光と闇」
　現代に生きる私たちの生活や意識の中にネットは確実に浸透し
てきています。ネットのネガティブな側面を経験し、深く傷つく子
もいます。ネット社会の現実を直視し、これからあるべき社会の姿
について学習しました。

西野　泰代
広島修道大学人文学部　教授

講義２
■「親が把握しなきゃいけない子どもが使うケータイの
　実態とその対策」
　不特定多数の人、見ず知らずの人と簡単につながってしまう
ケータイ。子どもたちのケータイ利用実態を知り、あえて昔から変
えてはならない人間関係を伝えていく大切さを改めて考えました。

尾崎　公幸
広島市電子メディア協議会　会長

講義３
■「人格形成は家庭教育から」
　ネット依存など、子どもたちが多くの課題を抱えているのは、家
庭の教育力が低下していることが大きく影響しています。規範意
識や道徳観、正義感など豊かな人間性を育むためには、何よりも家
庭の教育力を高めることが必要であることを再認識しました。

岸房　康行
NPO法人心豊かな家庭環境をつくる広島21
理事長

講義４
■「ネットとマスメディア」
　インターネットに絡む非行や犯罪は増加の一途をたどり、青少
年の健全育成の大きな障害にもなってきています。ネット社会の

「負」の側面をマスメディアはきちんと伝えているのでしょうか。
これまでに報道されたインターネットに関する新聞記事を事例に
挙げ、検証していきました。

今中　亘
中国新聞社　特別顧問

■講義１
「若者のネット・ライン問題と依存症Ⅰ」
　ネット依存・ケータイ依存は大きな社会問題。一日中、イン
ターネットや携帯電話にしがみつく若者が急増しています。な
ぜ若者はバーチャルな世界に依存するのかを、いろいろなデー
タを挙げながら分かりやすく説明。子どもの死生観について、
15.4％の児童生徒が死んでも生き返るというデータに注目
が集まりました。また、中学女子の半分以上が会ったこともな
い人とメールをし、結果、性非行に巻き込まれる可能性が高く
なっていることも分かりました。また、10代から30代の死因上
位に自殺が入っています。今一番懸念されることは、若者と大
人との社会的なつながり、いわゆるソーシャルボンドの不足と
言えます。

金山　健一
県立広島大学
総合教育センター准教授
学生相談室長

■講義2
｢若者のネット・ライン問題と依存症 Ⅱ｣
ネットやケータイ依存になっている若者の危険性について、事例
を通して学びました。ケータイ所持が急増するのは学童保育を終
了した小学校4年からで、その予防教育の重要性を認識しました。
ケータイ被害が急増する中学期では遅いのです。
　また、子どもにケータイを所持させる場合には、事前に子どもと
話し合い、家庭において次のようなルール作りが大切です。
1. フィルタリングを設定する。
2. 3分ルールは使わない。(ラインにおける返信)
3. 食事中、勉強中は電源を切る。
4. 寝る時は電源を切る。
5. 困ったときは相談する。
6. ルールが守れない時は使用禁
　 止にする。

金山　健一
県立広島大学
総合教育センター准教授
学生相談室長

■「認証状」授与式
　青少年育成カレッジでは、所定の20単位(1講座を1単位)を修得
された方に、学習したことを評価
して「認証状」を授与しています。
これまで43名の方が修得されて
いますが、平成26年度は新たに6
名の方が修得されました。

「ネット社会が与える影響」 「若者と依存症」

　青少年育成広島県民会議では、公立大学法人県立広島大学と連携して、平成19年から「青少年育成カレッジ」
を開講しています。青少年の心や行動、生活を多角的に理解し、時代や青少年のニーズに対応した育成・指導が
できる青少年指導者等を養成するための総合講座です。今年度は、平成26年10月11日、11月15日に行いました。

青少年育成カレッジ「総合講座」の紹介

第1回 第2回

※詳しくはＨＰをご覧ください。 http://www.hiro-payd.or.jp

※午後の部（第３講義，第４講義）は講師の都合により休講
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１ 

は
じ
め
に　

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
急
速
に
普
及
す
る

中
、若
者
た
ち
が
電
車
や
バ
ス
の
中
で
、あ

る
い
は
歩
き
な
が
ら
ま
で
も
、
絶
え
ず
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
操
作
す
る
姿
を
皆
さ
ん

は
し
ば
し
ば
目
に
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。今
回
の
講
演
で
は
、
日
々
の
生

活
に
お
い
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
片
時
も

手
放
せ
な
い
若
者
た
ち
の
心
理
に
迫
り
な

が
ら
、
ネ
ッ
ト
社
会
を
生
き
る
青
少
年
の

健
全
な
育
成
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

２ 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

　

 

手
放
せ
な
い
若
者
た
ち

　

総
務
省
情
報
通
信
政
策
研
究
所
が
高

校
生
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
と
の
接
し
方
に
関
す
る
調
査

（
２
０
１
４
）で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ユ
ー
ザ
ー
の
42.6
％
が「
ひ
ま
さ
え
あ
れ
ば
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

い
る
」と
回
答
し
、
そ
の
目
的
と
し
て
最

も
多
く
挙
げ
ら
れ
た
の
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
の
利
用
で
あ
り
、ま
た
、ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
を
使
う
理
由
の
う
ち「
友
だ

ち
や
知
り
合
い
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
た
め
」が
71.8
％
と
最
も
高
い
割
合

を
示
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、
10
～
20
代
の
男

女
５
０
０
人
に「
歩
き
ス
マ
ホ
」に
つ
い
て

の
意
識
を
尋
ね
た
別
の
調
査（
リ
ビ
ジ
ェ

ン
、
２
０
１
３
）で
は
、
86.8
％
が「
歩
き
ス

マ
ホ
」を
経
験
し
た
と
回
答
し
て
お
り
、
ま

た
、
そ
の
行
為
の
目
的
と
し
て「
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
」の
略
語
。人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

促
進
・
サ
ポ
ー
ト
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型

の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
こ
と
）（
34.3
％
）」「
メ
ー

ル（
29.5
％
）」を
挙
げ
て
い
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」「
メ
ー
ル
」は
と

も
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し

て
使
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
調
査
結
果

か
ら
、
若
者
た
ち
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
欲
求
を
高
く
持
っ
て
い
る
こ
と
が

窺
い
知
れ
ま
す
。若
者
た
ち
は
な
ぜ
そ
れ

ほ
ど
ま
で
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
希

求
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

３ 

現
代
青
年
の
友
人
関
係

　

現
代
の
若
者
た
ち
が
築
く
対
人
関
係
を

表
わ
す
言
葉
と
し
て『
ヤ
マ
ア
ラ
シ
ジ
レ

ン
マ
』が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、
適
度
な
距

離
感
を
保
つ
こ
と
、
場
の
空
気
を
読
め
る

ネ
ッ
ト
社
会
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
～
親
や
教
師
が
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
～

　
　

青
少
年
育
成
カ
レ
ッ
ジ
講
師
の
寄
稿
①

●講　師
　西野泰代さん

　PROFILE
　【にしのやすよ】
　広島修道大学人文学部
　教授
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こ
と
な
ど
が
若
者
た
ち
の
友
人
関
係
で
は

特
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る
状
況
を
、
天
敵

か
ら
身
を
守
る
た
め
の
針
毛（
ト
ゲ
）を
持

つ
ヤ
マ
ア
ラ
シ
に
準
え
て
表
現
し
た
も
の

で
す
。

　

友
人
関
係
の
発
達
に
つ
い
て
、
従
来
の

研
究
で
は
、児
童
期
の
中
ご
ろ
か
ら
、同
性

の
仲
間
た
ち
と
の
密
接
な
関
係
を
通
し
て

役
割
・
規
範
・
責
任
・
約
束
な
ど
様
々
に

社
会
的
な
事
柄
を
学
び
、
ま
た
、
青
年
期

に
は
親
友
と
の
相
互
信
頼
を
経
験
す
る
中

で
子
ど
も
た
ち
は
自
立
の
道
を
探
っ
て
い

く
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。と
こ
ろ
が

最
近
で
は
、
目
的
に
よ
っ
て
友
人
を
選
択

す
る「
選
択
的
友
人
関
係
」や
、
群
れ
て
表

面
的
に
楽
し
い
関
係
を
維
持
す
る「
希
薄

な
友
人
関
係
」を
持
つ
青
年
た
ち
の
方
が

そ
う
で
な
い
青
年
た
ち
よ
り
も
適
応
度
が

高
い
と
い
う
研
究
報
告
が
散
見
さ
れ
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
希
求
す
る
若
者

た
ち
の
姿
が
あ
る
一
方
で
、
深
く
関
わ
る

こ
と
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
若
者
た
ち
の

傾
向
、
こ
の
相
反
す
る
二
つ
の
状
況
か
ら
、

ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る
対
人
関
係
に
苦
悩

す
る
青
年
た
ち
の
葛
藤
が
浮
か
び
上
が
っ

て
き
ま
す
。

　
４ 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

　
 

デ
ジ
タ
ル
化

　

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
普
及

す
る
以
前
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
対
面
式（face to face

）が
主
流
で

あ
り
、
言
葉
の
や
り
取
り
か
ら
だ
け
で
な

く
、
相
手
の
表
情
や
声
色
と
い
っ
た
言
葉

以
外
の
情
報
を
適
切
に
把
握
す
る
こ
と
で

相
手
の
意
図
を
理
解
し
易
く
な
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、非
対
面
式（face 

to tool

）の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
台

頭
し
て
く
る
と
、
対
話
の
相
手
は
携
帯
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
介
し
た
そ
の
先
に
存

在
す
る
た
め
、
送
ら
れ
て
き
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
文
字
か
ら
の
み
相
手
の
意
図
を
う
ま

く
探
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、一
方
、相
手
が
目
の
前
に
い
な
い
こ

と
で
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
単
純
化
・

短
縮
化
・
合
理
化
が
図
ら
れ
、
煩
わ
し
い

人
間
関
係
を
排
除
す
る
、あ
る
い
は
、自
分

に
と
っ
て
都
合
の
良
い
人
た
ち
と
だ
け
の

狭
い
範
囲
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

依
存
す
る
と
い
っ
た
状
況
が
で
て
き
ま
し

た
。こ
の
た
め
、
最
近
の
子
ど
も
た
ち
に
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
対
人
理

解
と
関
係
構
築
の
経
験
を
す
る
機
会
が
減

少
し
、対
人
関
係
ス
キ
ル
、困
っ
た
事
態
へ

の
対
処
能
力
、
嫌
な
事
に
対
す
る
耐
性
力

と
い
っ
た
能
力
が
育
ち
に
く
く
な
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。そ
れ
ゆ
え
、
私
た
ち

大
人
は
子
ど
も
た
ち
と
話
す
機
会
を
積
極

的
に
持
ち
、ま
た
、問
題
に
は
い
ろ
い
ろ
な

解
決
方
法
が
あ
る
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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ら
れ
、
子
ど
も
は
自
ら
の
行
動
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

６ 

さ
い
ご
に

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
の
中
で
子
ど
も

た
ち
が
ネ
ッ
ト
を
有
効
に
利
用
し
そ
の
恩

恵
に
あ
ず
か
る
た
め
に
、
私
た
ち
大
人
は

子
ど
も
の
力
を
信
じ
、
子
ど
も
が
適
切
な

ス
キ
ル
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
積
極
的

に
話
し
合
い
の
場
を
持
ち
、
根
気
強
く
関

わ
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

５ 

ネ
ッ
ト
社
会
に
翻
弄
さ
れ
な
い

　

 

た
め
の
３
つ
の
力

　

理
性
や
知
性
の
向
上
を
目
指
し
て
構
築

さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
の
中
で
子

ど
も
た
ち
が
う
ま
く
ネ
ッ
ト
を
使
い
こ
な

す
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、「
ス
マ
ー
ト

ユ
ー
ザ
ー
（
賢
い
使
用
者
）」に
な
る
こ
と

で
す
。そ
の
た
め
に
は
、
サ
イ
ト
の
良
し
悪

し
を
見
分
け
て
仮
想
社
会
に
騙
さ
れ
な
い

「
判
断
力
」、
誘
惑
や
勧
誘
に
魅
か
れ
ず
心

に
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
ら
れ
る「
自
制
力
」、

他
者
に
被
害
を
与
え
た
場
合
に
責
任
を
取

る
こ
と
を
自
覚
で
き
る「
責
任
力
」、
こ
れ

ら
３
つ
の
力
を
備
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。子
ど
も
た
ち
が
こ
れ
ら

３
つ
の
力
を
身
に
付
け
る
た
め
に
私
た
ち

大
人
が
で
き
る
こ
と
は
、
一
人
ひ
と
り
の

子
ど
も
の
あ
る
が
ま
ま
を
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
、
子
ど
も
の
自
律
性
を
尊
重
す
る

よ
う
な
関
わ
り
方
を
心
が
け
る
こ
と
で
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
自
尊
感
情

（
自
分
自
身
を
良
し
と
す
る
感
覚
）が
高
め

青少年の18.5％が
ネットで何らかの
トラブルに巻き
込まれている！！

子どもの
自律性を
高める

親子で話し合ったうえ
での

ルール作りが重要
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１ 
日
本
の
若
者
た
ち
が
危
な
い

　

若
者
の
現
状
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。引
き
こ
も

り
は
164
万
人（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
引
き
こ
も
り
親
の
会
、

２
０
０
２
）、ニ
ー
ト
60
万
人（
内
閣
府
、２
０
１
３
）、

フ
リ
ー
タ
ー
182
万
人（
内
閣
府
、
２
０
１
３
）、
不
登

校
20.3
万
人（
文
部
科
学
省
、
２
０
１
３
）、
高
校
退
学

者
６
万
人（
文
部
科
学
省
、
２
０
１
３
）、
加
害
児
童

生
徒
数
６
万
人（
文
部
科
学
省
、
２
０
１
３
）、
い
じ

め
20
万
件（
文
部
科
学
省
、
２
０
１
３
）、
少
年
犯
罪

5.6
万
人（
警
察
庁
、２
０
１
３
）と
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。合
計
約
４
６
６
万
で
す
。重
複
し
て
い
る
数
も

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
数
字
は
広
島
県
の
人
口
よ
り

多
い
の
で
す
。若
者
の
現
状
で
、
①
引
き
こ
も
り 

②

ニ
ー
ト 

③
離
職
率 

④
自
殺
の
４
点
か
ら
お
話
し

を
し
ま
す
。

1
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
引
き
も
り
親
の
会

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
発
表　

２
０
０
２
年

　

①
引
き
こ
も
り
…
164
万
人

　

②
引
き
こ
も
り
世
帯
…
30
軒
に
１
軒

2
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

２
０
０
５
年

　

①
引
き
こ
も
り
…
160
万
人
以
上

　

②
準
引
き
こ
も
り（
稀
に
外
出
す
る
程
度
）

　
　

…
300
万
人
以
上

3
内
閣
府　

若
者
の
意
識
に
関
す
る
調
査

　
（
引
き
こ
も
り
に
関
す
る
実
勢
調
査
）報
告
書

　

２
０
１
０
年

　

①
引
き
こ
も
り
数
…
24
万
人

　

②
準
引
き
こ
も
り
数
…
46
万
人　

　
　

①
②
合
計
70
万
人

　

③
引
き
こ
も
り
親
和
群
…
155
万
人　

　
　

①
～
③
合
計
225
万
人

　
⑴
引
き
こ
も
り
の
増
加

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
引
き
こ
も
り
親
の
会

（
２
０
０
２
）で
は
、
引
き
こ
も
り
の
数
は
１
６
４
万

人
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
２
０
０
５
）で

は
、
引
き
こ
も
り
の
数
は
１
６
０
万
人
以
上
、
準
引

き
こ
も
り（
稀
に
外
出
す
る
程
度
）を
含
め
る
と

３
０
０
万
人
以
上
。内
閣
府
の「
若
者
の
意
識
に

関
す
る
調
査
」（
２
０
１
０
）で
は
、
引
き
こ
も
り
数

24
万
人
、
準
引
き
こ
も
り
46
万
人
、
ひ
き
こ
も
り
親

和
群
１
５
５
万
人
と
報
告
し
て
い
ま
す
。調
査
方
法

に
よ
っ
て
数
字
は
異
な
り
ま
す
が
、様
々
な
調
査
結

果
を
見
る
と
、１
６
０
万
人
の
引
き
こ
も
り
が
い
る

と
推
測
さ
れ
、
13
人
に
１
人
が
引
き
こ
も
る
計
算

と
な
り
ま
す
。小
・
中
・
高
等
学
校
は
１
学
級
40
人

で
す
。つ
ま
り
、
１
学
級
に
３
人
ほ
ど
が
引
き
こ
も

る
の
で
す
。実
は
、引
き
こ
も
り
の
若
者
は
、本
日
の

テ
ー
マ
で
あ
る
ネ
ッ
ト
依
存
に
な
っ
て
い
る
場
合

も
多
々
あ
り
ま
す
。

⑵
ニ
ー
ト
、離
職
率
の
問
題

　

ニ
ー
ト
は
４
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。「
ヤ
ン
キ
ー

型
」は
、
享
楽
的
で
今
が
楽
し
け
れ
ば
い
い
と
い
う

タ
イ
プ
。「
引
き
こ
も
り
型
」は
、
社
会
と
の
関
係
が

築
け
な
い
で
、
引
き
こ
も
る
タ
イ
プ
。不
登
校
の
延

長
型
と
も
い
え
ま
す
。「
立
ち
す
く
み
型
」は
、
就
職

を
前
に
考
え
込
ん
で
し
ま
い
、行
き
詰
ま
る
タ
イ
プ
。

「
つ
ま
ず
き
型
」は
、い
っ
た
ん
は
就
職
す
る
が
早
々

に
や
め
、
自
信
を
喪
失
す
る
タ
イ
プ
で
す
。ニ
ー
ト

の
年
代
別
人
数
は
25
歳
か
ら
34
歳
の
ニ
ー
ト
の
方

が
、
15
歳
か
ら
24
歳
の
ニ
ー
ト
よ
り
、
多
い
の
で
す
。

つ
ま
り
、ニ
ー
ト
の
高
齢
化
の
問
題
が
起
こ
っ
て
来

て
い
る
の
で
す
。

　

せ
っ
か
く
就
職
し
て
も
、す
ぐ
仕
事
を
辞
め
て
し

ま
う
若
者
が
急
増
し
て
い
ま
す
。３
年
以
内
の
離
職

率
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。中
卒
後
３
年
以
内
に
離
職

す
る
の
は
７
割
、同
様
に
高
卒
後
３
年
以
内
が
５
割
、

大
卒
後
３
年
以
内
が
３
割
で
す
。７
・
５
・
３
と
呼
ば

若
者
の
ネ
ッ
ト
・
ラ
イ
ン

問
題
と
依
存
症

青
少
年
育
成
カ
レ
ッ
ジ
講
師
の
寄
稿
②

●講　師
　金山健一さん

　PROFILE
　【かなやまけんいち】
　県立広島大学　総合教育センター
　准教授　学生相談室長
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れ
て
い
ま
す
。家
庭
・
学
校
・
地
域
で
た
く
ま
し
さ

を
育
て
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑶
自
殺
の
問
題
と
子
ど
も
の
生
死
観

　

平
成
24
年
度
、
人
口
動
態
統
計
の
概
要（
厚
生
労

働
省
）の
調
査
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。10
歳
か
ら
14

歳
の
死
因
は
、
１
位
は
悪
性
新
生
物（
癌
）、
２
位
は

不
慮
の
事
故
、３
位
は
自
殺
で
す
。し
か
し
、15
歳
か

ら
39
歳
で
は
自
殺
が
１
位
で
す
。あ
ま
り
に
も
悲
し

い
結
果
で
す
。

　

子
ど
も
の
死
生
観
も
変
化
し
て
い
ま
す
。長
崎

県
教
育
委
員
会（
２
０
０
４
）で
は
、小
４
、小
６
、中

２
、
合
計
３
６
１
１
人
に
、
子
ど
も
の
死
生
観
の
質

問
を
し
ま
し
た
。「
死
ん
だ
人
は
生
き
返
る
と
思
い

ま
す
か
」と
い
う
質
問
に
、「
は
い
」と
答
え
た
子
ど

も
は
15.4
％
も
い
ま
し
た
。ゲ
ー
ム
で
リ
セ
ッ
ト
し
て

も
、ま
た
ゲ
ー
ム
を
開
始
で
き
ま
す
。こ
れ
も
、影
響

し
て
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

２ 

携
帯
電
話
・
ネ
ッ
ト
の
問
題

　

若
者
の
問
題
行
動
は
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て

い
き
ま
す
。非
行
・
暴
走
族
・
暴
力
行
為
な
ど
の
反

社
会
的
問
題
行
動
。不
登
校
・
孤
立
な
ど
の
非
社
会

的
問
題
行
動
。そ
し
て
、
引
き
こ
も
り
・ 

ニ
ー
ト
・ 

ネ
ッ
ト
依
存
な
ど
の
脱
社
会
的
問
題
行
動
と
変
化

し
て
き
ま
し
た
。社
会
心
理
学
の
視
点
で
は
、
は
ず

れ
値（
少
数
派
）と
言
わ
れ
る
現
象
が
、
10
年
後
に

は
大
き
な
集
団
に
な
る
と
い
い
ま
す
。例
え
ば
虐
待
。

児
童
虐
待
相
談
件
数
は
、
こ
こ
20
年
で
60
倍
に
急

増
し
ま
し
た
。以
前
、
虐
待
は
は
ず
れ
値
で
あ
っ
た

の
で
す
が
、
今
で
は
日
常
的
に
起
き
て
い
ま
す
。つ

ま
り
大
き
な
集
団
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。我
々

は
残
念
な
が
ら
、虐
待
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
も
驚
か

な
く
な
り
ま
し
た
。引
き
こ
も
り
、ニ
ー
ト
、ネ
ッ
ト

依
存
も
同
様
で
以
前
は
は
ず
れ
値
で
し
た
。し
か
し
、

今
は
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑴
会
っ
た
こ
と
の
な
い
人
と
メ
ー
ル

　

携
帯
電
話
の
実
態
調
査
を
し
ま
し
た
。携
帯
電
話

を
３
時
間
以
上
触
る
中
学
生
は
、
男
子
は
21.0
％
、
女

子
は
35.3
％
で
す
。携
帯
電
話
は
、
今
は
、
通
話
ば
か

り
で
な
く
、
メ
ー
ル
・
ゲ
ー
ム
・
小
説
な
ど
、
様
々

な
機
能
が
あ
り
ま
す
。「
会
っ
た
こ
と
の
な
い
人
と

メ
ー
ル
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。」と
い
う
調

査
を
し
ま
し
た
。中
学
で
は
女
子
の
52
％
、
男
子
の

32
％
が
、会
っ
た
こ
と
の
な
い
人
と
メ
ー
ル
を
し
て

い
ま
す
。こ
の
メ
ー
ル
か
ら
、
性
非
行
に
巻
き
込
ま

れ
る
子
ど
も
た
ち
も
い
ま
す
。中
学
校
か
ら
の
情
報

モ
ラ
ル
教
育
で
は
遅
い
の
で
す
。

⑵
携
帯
電
話
と
ス
ト
レ
ス
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
関
係

　

携
帯
電
話
の
所
持
と
、ス
ト
レ
ス
や
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
の
調
査
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

（
例
）「
０
時
以
降
に
寝
る
」と
答
え
た
割
合
。

小
学
生　

持
っ
て
い
な
い
8.5
％
、
ガ
ラ
ケ
ー
15.6
％
、

ス
マ
ー
ト
ホ
ン
18.4
％

中
学
生　

持
っ
て
い
な
い
36.5
％
、
ガ
ラ
ケ
ー
51.6
％
、

ス
マ
ー
ト
ホ
ン
58.7
％

　
「
０
時
よ
り
遅
く
寝
る
」は
、小
学
生
、中
学
生
と
も

に
、「
持
っ
て
い
な
い
」→「
ガ
ラ
ケ
ー
」→「
ス
マ
ホ
」

と
数
値
が
増
加
し
て
い
ま
す
。「
イ
ラ
イ
ラ
す
る
」「
勉

強
に
自
信
が
な
い
」の
調
査
で
も
同
様
の
結
果
で
し
た
。

ス
マ
ホ
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
機
能
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
常
に
持
参
し
て
い
る
と
同
じ
状
況
が
、

こ
の
よ
う
な
結
果
に
繋
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

⑶
大
人
が
知
ら
な
い
携
帯
電
話
の
事
例

　

中
学
校
１
年
生
Ａ
子
に
、
昼
休
み
に
、
30
人
ほ
ど

か
ら
、一
斉
に
、「
死
ね
」「
キ
モ
イ
」「
う
ざ
い
」「
学
校
来

る
な
」等
の
メ
ー
ル
が
来
ま
し
た
。こ
の
中
学
校
は
、

携
帯
電
話
は
禁
止
で
す
。Ａ
子
は
そ
れ
が
原
因
で
不

登
校
に
な
り
ま
し
た
。原
因
は
何
で
し
ょ
う
か
？

　

答
え
は
、「
成
り
す
ま
し
メ
ー
ル
」で
す
。Ａ
子
は
、

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
者
に
選
ば
れ

ま
し
た
。Ｂ
子
は
そ
れ
に
嫉
妬
し
、
ヤ
フ
ー
メ
ー
ル

や
Ｇ
メ
ー
ル
の
フ
リ
ー
メ
ー
ル
を
利
用
し
て
、30
人

分
の
ア
ド
レ
ス
を
作
り
ま
し
た
。そ
し
て
こ
の
ア
ド

レ
ス
に
は「
死
ね
」、
別
の
ア
ド
レ
ス
に
は「
キ
モ
イ
」

と
書
き
込
み
、
一
斉
に
配
信
を
し
た
の
で
す
。Ａ
子

は
Ｂ
子
を
親
友
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。携
帯
電
話

で
は
様
々
な
問
題
が
発
生
し
て
い
る
の
で
す
。

⑷
リ
ク
エ
ス
ト
写
メ
ー
ル

　

こ
ん
な
メ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。「
女
性
17
歳　
◯

◯
県
、
助
け
て
下
さ
い
。お
金
な
く
て
困
っ
て
い
ま

す
。お
財
布
の
中
０
円
…
取
り
置
き
写
メ
買
っ
て
く

れ
る
人
い
ま
せ
ん
か
？　

５
枚
か
ら
～
値
段
は
購

入
者
さ
ま
が
決
め
て
く
だ
さ
い
。ネ
ッ
ト
銀
行
が
あ

る
方
は
、
是
非
い
ま
す
ぐ
助
け
て
」こ
の
メ
ー
ル
の

意
味
は
わ
か
り
ま
す
か
。自
分
の
裸
の
写
真
を
ネ
ッ

ト
で
売
っ
て
い
る
の
で
す
。そ
し
て
写
真
代
の
振
込

先
も
送
っ
て
き
ま
す
。し
か
し
、
最
近
で
は
Ｅ
ｄ
ｙ

決
済
が
多
く
て
、親
も
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

援
助
交
際
は
危
険
が
あ
る
た
め
に
、リ
ク
エ
ス
ト
写

メ
ー
ル
を
す
る
女
子
中
高
生
が
増
え
て
い
ま
す
。彼

女
た
ち
は
家
庭
や
学
校
に
居
場
所
が
な
い
こ
と
が

多
い
の
で
す
。

⑸
出
会
い
系
サ
イ
ト
の
罠

　

出
会
い
系
の
加
害
者
は
、①
簡
単
に
つ
い
て
く
る

②
最
初
は
徹
底
的
に
聞
き
役 

③
相
談
に
乗
っ
て
あ

げ
た
ら
イ
チ
コ
ロ
と
言
い
ま
す
。出
会
い
系
被
害
者

は
、
①
優
し
か
っ
た 

②
悩
み
を
聞
い
て
く
れ
た
③

相
談
に
の
っ
て
く
れ
た 

④
被
害
と
思
っ
て
い
な
い

（
恋
愛
感
情
） 

④
危
険
な
こ
と
く
ら
い
わ
か
っ
て
い

る
と
言
い
ま
す
。本
当
は
、親
、先
生
に
聞
い
て
ほ
し

い
の
で
す
。

青少年育成カレッジ　講師の寄稿

31 はぐくむ Vol.8
2015.2



広島県の青少年のマスコット

ゆっぴー

「ゆっぴー」は、
府中町の小学生が

太陽とライオンをモデルに、
“元気に明るく育つ
青少年”をイメージして
デザインしました。

　青少年育成県民運動の推進母体として、昭

和41年の設立以来、次代を担う青少年の健全

な育成を図ることを目的にさまざまな事業を

行ってきました。

　昨今の複雑多様化した青少年をめぐる問題

に、国、県、市町の行政や青少年団体など関係

機関と連携し、県民総ぐるみの育成運動として

取り組んでいます。あいさつ・声かけ運動、少

年の主張、夢配達人プロジェクト事業、青少年

育成カレッジなど幅広い内容です。平成20年

の法改正に伴う申請手続きを済ませ、平成23

年度に公益社団法人に移行しました。

青少年育成広島県民会議とは…

　私たちがそうであったように子どもたちはやが

て大人になっていきます。青少年が夢を持ち、健や

かに成長し、自分が育った地域を愛し、社会を構成

していくことは私たち全ての願いです。そのため

の活動を県民運動として取り組んでいます。

　県民の皆様方に会員になっていただき、この活

動へのご支援をお願いしております。活動の内容

は、『はぐくむ』の中をご覧ください。

■賛助会員
会費／個人　年額1口　  1,000円

　　　団体　年額1口　10,000円

■正会員
会費／個人　年額1口　  3,000円

　　　団体　年額1口　  5,000円

●何口でも結構です。

●機関紙「せとのあさ」、情報誌「はぐくむ」をお送りします。

●会費の納入方法などは、事務局までお問い合わせく

ださい。

会員加入のお願い

設 立

法人格取得

認 定 日

育 成 基 金

会 長

昭和41年12月7日

平成2年10月21日

平成23年3月22日

5億円（平成3年度設立）

上田宗冏（茶道上田宗箇流家元）

〈概　要〉

毎月17日
青少年の日
毎月第3日曜日
家庭の日
11月１日～11月30日
子ども・若者育成支援強調月間

銀　行
振込先

広島銀行県庁支店

口座番号／（普通）233251

口座名義／（公社）青少年育成広島県民会議

はぐくむ  Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

〒730‐8511  広島市中区基町10‐52
広島県環境県民局県民活動課内
TEL 082‐513‐2742
FAX 082‐511‐2173
http://www.hiro-payd.or.jp

（公社）青少年育成広島県民会議

明
。27
分
後
に
出
身
高
校
判
明
。33
分
後
に
名
字
判

明
。35
分
後
に
大
学
判
明
。37
分
後
に
名
前
判
明
。77

分
後
に
最
終
的
に
は
卒
業
ア
ル
バ
ム
が
、ネ
ッ
ト
に

掲
載
さ
れ
大
炎
上
。本
人
が
判
明
す
る
ま
で
77
分
。

　

彼
女
の
将
来
は
、
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。バ

イ
ト
先
は
解
雇
に
な
り
ま
し
た
。拡
散
さ
れ
た
ネ
ッ

ト
に
は
今
ま
だ
に
彼
女
の
情
報
で
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
状
況
で
は
就
職
も
で
き
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。大
学
は
名
門
大
学
の
出
身
で
す
。彼
女
は

大
き
な
犠
牲
を
払
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

⑷
病
院
に
勤
め
る
看
護
師
の
ブ
ロ
グ
の
炎
上

　
「
胃　

グ
ロ
注
意　

病
院
の
患
者
さ
ん
の
大
腸
も

あ
る
よ
」と
、
本
物
の
胃
や
、
大
腸
を
、
ネ
ッ
ト
に
掲

載
。ブ
ロ
グ
は
、
大
炎
上
し
ま
し
た
。当
然
、
こ
の
看

護
師
は
解
雇
に
な
り
ま
し
た
。

４ 

我
々
、大
人
は
何
を
す
べ
き
か

　

携
帯
電
話
所
持
急
増
期
は
小
学
校
４
年
生
で

す
。学
童
保
育
が
な
く
な
り
，
塾
に
行
く
子
ど
も
た

ち
が
増
え
ま
す
。被
害
が
急
増
す
る
中
学
生
か
ら
、

ネ
ッ
ト
に
対
す
る
予
防
教
育
を
す
る
の
で
は
遅
い

の
で
す
。

⑴
学
校
で
は
、当
事
者
性
を
育
て
る
こ
と

　

大
切
な
の
は
携
帯
電
話
・
ネ
ッ
ト
問
題
に
対
し

て
の
当
事
者
性
で
す
。児
童
会
・
生
徒
会
を
活
か
し

て
学
校
全
体
で
議
論
す
る
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。①

自
分
た
ち
自
身
で
問
題
を
見
つ
け
る
。②
自
分
た
ち

自
身
で
対
策
を
考
え
る
。③
自
分
た
ち
自
身
で
実
際

に
行
動
す
る
こ
と
で
す
。

⑵
家
庭
で
は
、ル
ー
ル
づ
く
り

　

大
人
は
携
帯
電
話
の
問
題
は
よ
く
わ
か
ら
な
い

と
言
い
ま
す
が
、
大
切
な
の
は
家
庭
で
の
ル
ー
ル

づ
く
り
で
す
。①
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
は
ず
さ
な
い
。

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
に
は
、
ホ
ワ
イ
ト
方
式
、
ブ
ラ
ッ

ク
方
式
が
あ
り
ま
す
が
、小
学
生
な
ら
ホ
ワ
イ
ト
方

式
が
い
い
で
す
。②
３
分
ル
ー
ル
は
使
わ
な
い
。女

子
中
、高
校
生
は
、３
分
以
内
に
返
信
が
な
い
と
、友

達
で
は
な
い
と
い
う
暗
黙
の
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、お
風
呂
で
も
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
き

ま
す
。③
食
事
中
・
勉
強
中
は
、
電
源
を
切
る
。④

寝
る
時
も
電
源
を
切
る
。⑤
困
っ
た
時
は
相
談
す
る
。

⑥
ル
ー
ル
が
守
れ
な
い
時
は
使
用
禁
止
。以
上
の

ル
ー
ル
を
、家
庭
で
子
ど
も
た
ち
と
相
談
し
て
決
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
に
依
存
し
な
い
若
者
は
、現

実
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
育
成
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。家
庭
・
学
校
・
地
域
で
、
も
う

一
度
、
携
帯
電
話
、
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
当
事
者
性
を

持
つ
こ
と
が
肝
要
で
す
。

⑹
広
島
の
少
年
に
よ
る
死
体
遺
棄
事
件

　

今
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
自
体
が
問
題
で
は
な
く
使
い
方
が
問
題
な
の
で

す
。広
島
で
は
少
年
に
よ
る
、
死
体
遺
棄
事
件
が
発

生
し
ま
し
た
。彼
ら
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
仲
間
で
す
。そ
の

実
際
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
や
り
取
り
は
、次
の
通
り
で
す
。

　
「
〇
〇
ゆ
う
や
つ
、
い
ま
行
方
不
明
で
さ
が
さ
れ

て
い
る
」（
少
女
16
歳
と
み
ら
れ
る
人
物
）、「
な
ん
で

殺
し
た
ん
？
」（
少
女
の
友
人
）、「
グ
ル
チ
ャ
で
い
い

あ
い
に
な
っ
て
、
…
殴
っ
て
蹴
っ
て
や
ら
根
性
焼

き
や
ら
し
よ
お
た
ら
、
あ
ん
ま
動
か
な
く
な
っ
て
、

そ
れ
で
首
絞
め
て
最
後
に
首
の
骨
お
っ
て
な
げ
す

て
た
」（
少
女
16
歳
と
み
ら
れ
る
人
物
）。こ
れ
が
現

実
で
す
。グ
ル
チ
ャ
と
は
グ
ル
ー
プ
チ
ャ
ッ
ト
の
こ

と
で
す
。Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
言
い
合
い
に
な
っ
て
相
手
を

殺
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。で
は
、我
々
、大
人
は
何

を
す
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

３ 

ネ
ッ
ト
へ
の
書
き
込
み

　

ネ
ッ
ト
へ
の
不
適
切
な
書
き
込
み
が
急
増
し
て

い
ま
す
。家
庭
・
学
校
・
地
域
で
、
そ
の
よ
う
な
行

為
に
は
責
任
が
伴
う
こ
と
を
教
え
な
く
て
な
り
ま

せ
ん
。し
か
し
、
ネ
ッ
ト
に
一
度
出
た
情
報
は
拡
散

を
続
け
、一
生
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
危
険
が
あ
る

の
で
す
。※
次
の
４
つ
の
書
き
込
み
は
、
講
演
で
は

実
物
を
お
見
せ
し
て
い
ま
す
。

⑴
〇
〇
市
立
×
×
中
学
校　

男
女
８
組
が　
　

　

卒
業
式
で
集
団
キ
ス
画
像
を
ア
ッ
プ

　
【
拡
散
希
望
】と
な
り
、炎
上
の
元
に
な
っ
た
中
学

生
集
団
キ
ス
画
像
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
も
う
ネ
ッ

ト
上
か
ら
消
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

⑵
コ
ン
ビ
ニ
の
ア
イ
ス
用
冷
蔵
庫

　

コ
ン
ビ
ニ
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
用
冷
蔵
庫
に
、

店
員
が
寝
そ
べ
っ
た
映
像
が
ネ
ッ
ト
に
流
れ
ま
し

た
。そ
の
後
、
そ
の
店
と
店
員
は
ど
う
な
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。２
０
１
３
年
６
月
店
員
が
ｆ
ａ
ｃ

ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
に
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
用
冷
蔵
庫
に

寝
そ
べ
っ
た
映
像
を
投
稿
。２
０
１
３
年
７
月
14

日
、
ネ
ッ
ト
で
大
炎
上
し
店
名
特
定
。２
０
１
３
年

７
月
15
日
同
コ
ン
ビ
ニ
運
営
会
社
が
ネ
ッ
ト
に
謝

罪
文
、△
△
県
〇
〇
店
と
の
Ｆ
Ｃ
契
約
解
約
、当
該

従
業
員
を
解
雇
、
当
分
の
間
休
業（
７
／
15
・
17
時

～
）と
な
り
ま
し
た
。こ
の
店
員
は
、
ど
の
よ
う
に

責
任
を
取
る
の
で
し
ょ
う
か
。

⑶
大
学
生
が
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
、サ
ッ
カ
ー
選
手
、

　

芸
能
人
の
デ
ー
ト
を
ツ
イ
ー
ト

　

東
京
の
ホ
テ
ル
に
バ
イ
ト
し
て
い
た
大
学
生
が
、

「
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
芸
能
人
が
ご
来
店
」と
ツ
イ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

す
る
と
、こ
れ
は「
誰
が
ツ
イ
ー
ト
し
た
ん
だ
」と
、

ネ
ッ
ト
上
で
探
し
始
め
ま
し
た
。す
ぐ
に
学
部
が
判

青少年育成カレッジ　講師の寄稿
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広島県の青少年のマスコット

ゆっぴー

「ゆっぴー」は、
府中町の小学生が

太陽とライオンをモデルに、
“元気に明るく育つ
青少年”をイメージして
デザインしました。

　青少年育成県民運動の推進母体として、昭

和41年の設立以来、次代を担う青少年の健全

な育成を図ることを目的にさまざまな事業を

行ってきました。

　昨今の複雑多様化した青少年をめぐる問題

に、国、県、市町の行政や青少年団体など関係

機関と連携し、県民総ぐるみの育成運動として

取り組んでいます。あいさつ・声かけ運動、少

年の主張、夢配達人プロジェクト事業、青少年

育成カレッジなど幅広い内容です。平成20年

の法改正に伴う申請手続きを済ませ、平成23

年度に公益社団法人に移行しました。

青少年育成広島県民会議とは…

　私たちがそうであったように子どもたちはやが

て大人になっていきます。青少年が夢を持ち、健や

かに成長し、自分が育った地域を愛し、社会を構成

していくことは私たち全ての願いです。そのため

の活動を県民運動として取り組んでいます。

　県民の皆様方に会員になっていただき、この活

動へのご支援をお願いしております。活動の内容

は、『はぐくむ』の中をご覧ください。

■賛助会員
会費／個人　年額1口　  1,000円

　　　団体　年額1口　10,000円

■正会員
会費／個人　年額1口　  3,000円

　　　団体　年額1口　  5,000円

●何口でも結構です。

●機関紙「せとのあさ」、情報誌「はぐくむ」をお送りします。

●会費の納入方法などは、事務局までお問い合わせく

ださい。

会員加入のお願い

設 立

法人格取得

認 定 日

育 成 基 金

会 長

昭和41年12月7日

平成2年10月21日

平成23年3月22日

5億円（平成3年度設立）

上田宗冏（茶道上田宗箇流家元）

〈概　要〉

毎月17日
青少年の日
毎月第3日曜日
家庭の日
11月１日～11月30日
子ども・若者育成支援強調月間

銀　行
振込先

広島銀行県庁支店

口座番号／（普通）233251

口座名義／（公社）青少年育成広島県民会議

はぐくむ  Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

〒730‐8511  広島市中区基町10‐52
広島県環境県民局県民活動課内
TEL 082‐513‐2742
FAX 082‐511‐2173
http://www.hiro-payd.or.jp

（公社）青少年育成広島県民会議
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「夢配達人プロジェクト」で“地域の人達と一緒に映画を作りたい”を実現した東広島市立高美が丘小学校の児童たち。

はぐくむ　vol.8　発行月 平成27年2月
発行／（公社）青少年育成広島県民会議
〒730-8511 広島市中区基町10-52

広島県環境県民局県民活動課内
TEL082-513-2742

夢配達人プロジェクト推進事業

～子どもたちの夢をみんなの協力で実現させました！～

●
平
成
26
年
度
青
少
年
育
成
県
民
運
動
推
進
大
会

　ソ
プ
ラ
ノ
と
テ
ノ
ー
ル
の
世
界 

〜
ロ
ー
マ
へ
の
誘
い
〜

●
県
民
運
動「
あ
い
さ
つ
・
声
か
け
」

●
い
き
い
き
地
域
活
動
紹
介

●
市
町
民
会
議
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
・
交
流
会

●
青
少
年
育
成
カ
レ
ッ
ジ「
総
合
講
座
」の
紹
介

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
・
森
美
津
子

　テ
ノ
ー
ル
歌
手
・
ジ
ョ
ア
ッ
キ
ー
ノ
・
ジ
ッ
ト

　ピ
ア
ノ
伴
奏
・
上
杉
智
穂
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